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Ser.-No.:

Order Code:
Ser.-No.:

IP 65

Messbereich
Measuring rangeU 16...36 V DC

4...20 mA

max. 20 m

T
>70°C :

A

t >85°C

SS+HAUSER

OPILOT FMR
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エン ド レスハウザー ジ ャパン

簡易操作説明

A0021525-EN

本書では、 本レベル変換器の設置と最初の起動について説明し ます。 本書には、 典型的な
測定作業に必要な機能がすべて考慮されています。 さ らに、 マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S には、
測定点の最適化、 測定値の変換などの、 本書に記載されていない他の多 く の機能が用意さ
れています。

機器機能全体の概要については、 → 74 ページ ページを参照し て く ださい。

機器機能全体の詳細については、 取扱説明書 BA00341F 「機器機能の説明」 （同梱の 
CD-ROM に収録） を参照し て く ださい。

取扱説明書は、 ホームページ "www.endress.com" でも利用でき ます。
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マイクロパイロット S FMR540 - 簡易操作説明

- "ﾄﾞｰﾑｶﾞﾀ
 ﾃﾝｼﾞｮｳ"；
ドーム型の天井

- "ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ"；
枕タンク

- " ｶﾞｲﾄｳｶﾝ" ； 
外筒管
…

- "ﾌﾒｲ"；不明
- DC: <1.9
- DC: 1.9 … 4
- DC: 4 … 10
- DC: >10

- "ﾋｮｳｼﾞｭﾝ"；
標準

- "ｵﾁﾂｲﾀ ｴｷﾒﾝ"；
落ち着いた液面

- " ｶｸﾊﾝｷ ｼﾖｳ"；
攪拌機使用

…

E を入力
（図参照）

F を入力
（図参照）

外筒管 + 内筒管の
場合のみ

- "ｷｮﾘ = ok"
- "ｷｮﾘ ﾁｲｻｽｷﾞﾙ"；
 距離が過小

- "ｷｮﾘ ｵｵｷｽｷﾞﾙ"；
 距離が過大

- "ﾌﾒｲ"；不明
- "ﾏﾆｭｱﾙ"；
マニュアル入力

D と L の表示
（図参照）

推奨レンジの
確定または指定

000
"ｿｸﾃｲﾁ"；
測定値

グループ
セレクション

00
"ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ"；
基本設定

01
"ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ"；安全設定

0C
"ｼｽﾃﾑ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ"；
システムパラメーター

09
"ﾋｮｳｼﾞ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ"；
表示ディスプレイ

"ｹﾞﾝｺﾞ"；言語

0E
"ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ"；
反射波形

04
"ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ"；リニアライゼーション

03
"ﾃﾞｨｯﾌﾟﾃｰﾌﾞﾙﾞ"；ディップテーブル

05
"ｶｸﾁｮｳ ｾｯﾃｲ"；拡張設定

06
"ｼｭﾂﾘｮｸ"；出力

092

0A
"ｼﾝﾀﾞﾝ"；診断

0A0
"ｹﾞﾝｻﾞｲ ﾉ ｴﾗｰ"；
現在のエラー

002
"ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ"；
タンク形状

002 004
"ﾌﾟﾛｾｽ ｺﾝﾃﾞｼｮﾝ"；
プロセスコンディション

005
"ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ"；
空調整

006
"ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ"；
満タン調整

007
"ﾊﾟｲﾌﾟ ﾁｮｯｹｲ"；
パイプ直径

008
"ｷｮﾘ / ｿｸﾃｲﾁ"；
距離 / 測定値

051
"ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ"；
距離確認

003
"ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ"；
測定物特性

052
"ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ"；
マッピングレンジ

009
"ｱﾀｲﾉｾｯﾃｲ"；
値の設定

008
"ｷｮﾘ / ｿｸﾃｲﾁ"；
距離 / 測定値

- " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ" ； 反射波形
- " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ+FAC" ； 
反射波形 +FAC

- " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ+ ｶｽﾀﾏｰﾏｯﾌﾟ" ； 
反射波形 + カスタマー･
タンク･マッピング

- "ｲｯｶｲ ﾉ ﾖﾐｺﾐ"；
1 回のみの読み込み

- " ｼﾞｭﾝｶﾝ ﾖﾐｺﾐ" 
循環的に読み込み

= 100：ロック解除

≠ 100：ロック

0E1
"ﾌﾟﾛｯﾄ ｾｯﾃｲ"；
プロット設定

0E2
"ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ ﾖﾐｺﾐ"；
反射波形読み込み

0A1
"ｾﾞﾝｶｲ ﾉ ｴﾗｰ"；
前回のエラー

0A4
"ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ"；
ロック解除パラメーター

HART}

コントラスト： +  または +

フランジ：
測定基準点
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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただきますよ うお願いします。

2) 本製品の操作は、 本書をよ く読んで内容を理解した後に行なってください。

3) 本書は、本製品に含まれる機能詳細を説明するものであ り、お客様の特定目的に適合するものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製するこ とは固くお断りいたします。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更するこ とがあ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意をもって作成しましたが、 もし不審な点や誤り、 記載もれなど

お気付きのこ とがあ り ましたら当社営業所 ・ サービスまたはお買い求めの代理店までご連絡くだ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御するシステムの保護・安全のため当該製品を取り扱う際には、 本

書の安全に関する指示事項に従ってください。 なお、 これらの指示事項に反する扱いをされた場合

は、 当社は安全性の保証をいたしません。

2) 本製品を、 安全に使用していただくため本書に使用するシンボルマークは下記の通りです。

この表示を無視して誤った取り扱いをする と、 死亡した り、 大けがをした りするほ

か、 爆発 ・火災を引き起こす恐れがあ り ます。

この表示を無視して誤った取り扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視して誤った取り扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示しています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 してはいけない行為 （禁止事項） を示しています。

の中や近くに具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずしてほしい行為を示しています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用している場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれてください。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・工場電気設備防爆指針」 に示される爆発性ガス ・蒸気の発生する危険雰囲気でも使用できる

機器がございます （0 種場所、 1種場所および 2種場所に設置）。 設置する場所に応じて、 本質安全

防爆構造 ・耐圧防爆構造あるいは特殊防爆構造の機器を選定して頂きご使用ください。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・配線 ・配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加えられており ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行ってください。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員と技術員および取り扱いに関わるすべての関

係者の健康と安全に対する危険性を回避するために、 適正な洗浄を行なってください。

返却時には必ず添付 「洗浄証明書」 に記入していただき、 この証明書と製品を必ず一緒にお送り く

ださい。

必要事項を記入して頂かない限り、 ご依頼をお受けするこ とができません。

また返却の際、 弊社従業員あるいは技術員と必ず事前に打ち合わせの上、 返却をしてください。

危険

警告

注意
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Because o egal regulations and for the safety of our employees and operating equipment, we need the "Declaration of Hazardous Material
and De-Contamination", with your signature, before your order can be handled. Please make absolutely sure to attach it to the outside of the
packaging.

Serial number
________________________

Type o nstrument / sensor
____________________________________________

Process data/ Temperature _____ [°F] [°C]
Conductivity / ________

_____/
[μS/cm]

Pressure _____ [psi] [ Pa ]
Viscosity _____ [cp] [mm /s]

_____
_____

/
/ 2

corrosive harmlessother *toxic

Process
medium

CAS No.

harmful/
irritantMedium /concentration

Returned part
cleaned with

Medium for
process cleaning

Medium and warnings

* explosive; oxidising; dangerous for the environment; biological risk; radioactive
*

Please tick should one of the above be applicable, include safety data sheet and, if necessary, special handling instructions.

Description of failure / __________________________________________________________________________
______________________________________________________________________________________________________________
______________________________________________________________________________________________________________

“We hereby certify that this declaration is d out truthfully and completely to the best of our knowledge.We further certify that the returned
parts have been carefully cleaned. To the best of our knowledge they are free of any residues in dangerous quantities.”

(place, date /

Company data /

Company /
_________________________________________________
Address /
_________________________________________________
_________________________________________________

Phone number of contact person /
____________________________________________

Fax / E-Mail ____________________________________________

Your order No. / ____________________________

Used as SIL device in a Safety Instrumented System /

RA No.

Declaration of Hazardous Material and De-Contamination

Please reference the Return Authorization Number (RA#), obtained from Endress+Hauser, on all paperwork and mark the RA#
clearly on the outside of the box. If this procedure is not followed, it may result in the refusal of the package at our facility.

Name, dept./ Signature /

E+H (RA#)

/

SIL

/ /
*

* ; ; ; ;

)
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1 安全注意事項

1.1 用途

マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S は、 非接触式で連続測定するための、 コ ンパク ト なレーダーレベル伝送器
です。本機器は、動作周波数が約 K バン ド、最大放射パルスエネルギーが 1 mW （平均出力 1 µW）
なので、 閉鎖された金属製のタ ン ク の外側に自由に取 り つけ る こ と ができ ます。 こ の作用は、 人
および動物に対し て完全に無害です。

1.2 設置、 設定、 操作

マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S は、 現在の技術 / 安全 /EU の各規格に準拠し、 安全に動作する よ う に設
計されています。 ただし、 間違った設置、 または本来の用途以外の使用を行った場合は、 適用上
危険が生じ る可能性があ り ます （例えば、 不適切な設置 / 校正によ る測定物のオーバーフ ロー）。
このため、 本機器は、 本書の指示に従って設置、 接続、 操作、 保守する必要があ り ます。 この作
業は、 権限が付与され、 適切な資格を所有する者が行って く ださい。 本書を読んで理解し、 その
指示に従って く ださい。 本機器の変更または修理は、 本書に明示的に許可されている場合に限っ
て行 う こ と ができ ます。

1.3 操作上の安全と プロセス安全

本機器の設定、 試験、 保守の作業中は、 操作上の安全 と プロセス安全を確保する ために代わ り の
監視策を講じ て く ださい。

1.3.1 危険場所

危険環境で使用するための計測システムには、 本書の一部になる別冊の " 防爆マニュ アル " が付
属し ています。 こ の補足マニュ アルに述べられている指示および定格は、 厳密に遵守する必要が
あ り ます。

• 作業者は全員、 適切な資格を所有する よ う にし て く ださ い。
• 証明書の仕様と、 国家 / 地域の規制を遵守し て く ださい。

1.3.2 連邦通信委員会 （FCC） の承認

本機器は、 FCC 規則のパー ト  15 に適合し ています。 運転動作には以下の 2 つの条件が課せられ
ます ：

1. 機器は、 有害な干渉を引き起こ し てはな ら ない。

2. 機器は、 望まない動作を引き起こす恐れのあ る干渉を含む、 あ ら ゆる受信干渉を容認し なけ
ればな ら ない。

注意!

遵守する責任がある者が明示的に許可されていない変更または修正を行うと、機器を操作する
ユーザー権限が無効になる場合があります。
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1.4 安全に関する表記規則と シンボル

本書では、 安全関連または代替操作手順を強調する ために、 以下の表記規則を使用し ています。
各表記規則は、 余白に対応する シンボルで示されます。

1.4.1 安全シンボル

1.4.2 電気シンボル

1.4.3 工具のシンボル

シンボル 意味

A0011189-EN

危険
危険な状況警告する シンボルです。 この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死

亡し た り 、 大けがを し た り するほか、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

A0011190-EN

警告
危険な状況警告する シンボルです。 この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死

亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れがあ り ます。

A0011191-EN

注意
危険な状況警告する シンボルです。 この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 け

が、 物的損害の恐れがあ り ます。

A0011192-EN

注記
人身傷害につながら ない、 手順やその他の事象に関する情報を示すシンボルです。

シンボル 意味

A0018339

保護接地端子
その他の接続を行 う 前に、 接地接続する必要のあ る端子

シンボル 意味

A0011221

六角レ ンチ
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1.4.4 特定情報に関するシンボル

1.4.5 図中のシンボル

1.4.6 機器のシンボル

シンボル 意味

A0011182

許可
許可された手順、 プロセス、 動作であ る こ と を示し ます。

A0011184

禁止
禁止された手順、 プロセス、 動作であ る こ と を示し ます。

A0011193

ヒント
追加情報を示し ます。

A0015484

ページ参照
関連するページ番号の参照指示

、 、 、 ... 一連のステ ッ プ

シンボル 意味

1, 2, 3, 4, ... 項目番号

、 、 、 ... 一連のステ ッ プ

A, B, C, D, ... 図

シンボル 意味

A0019159

安全注意事項
該当の取扱説明書に記載された安全注意事項を遵守し て く ださい。

A0019221

接続ケーブルの温度耐性

接続ケーブルの温度耐性の最小値を示し ます。
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2 各部の名称

2.1 機器の表示

2.1.1 銘板

機器の銘板

本機器の型式銘板には、 以下の技術データが示されています ：

A0021526

1 オーダーコー ド
2 シ リ アル番号
3 保護等級 （IP65、 IP67 など）
4 タ ン ク の最大許容圧力
5 アンテナ部の最大許容温度
6 証明書のシンボル （Ex など） （オプシ ョ ン）
7 認定番号 と保護タ イプ
8 最大測定範囲
9 電源
10 電流
11 安全情報 （接続値 と温度等級）
12 検査日付 xx/yy （xx = 製造週、 yy = 製造年）

NMI タ イプ銘板

A0020413

注意！ 
注文情報項目 "70 - 保税認定 " で "F" を選択し た場合にのみ、 このフ ィ ール ド は記入されます。

1 認定番号
2 製造年
3 タ ン ク高さ
4 タ ン ク番号
5 認定測定範囲 （... ～ ...）
6 最低環境温度
7 最高環境温度

Order Code:

Ser.-No.:

ENDRESS+HAUSER Made in Germany
D-79689 Maulburg

if modification
see sep. labelX =

MICROPILOT S

0700

Anschlusswerte u. Temp.-Klasse siehe/
Connection values and temp.-classific.
see

T > 60°Camb

1
2 3

76

9
10

t >85°C

8Messbereich
Measuring range

max.

AntenneT max. °C5

PN max. 4

Dat./Insp.: 12

11

ENDRESS+HAUSER

MICROPILOT S  FMR

Hersteller / Producer :

Zert.Messbereich/Cert.Measuring range Umgeb./Environm.

bis
to

min max
von
from

Baujahr
Year of constr.

Zertifikat-Nr.
Certification no.

T

m °C

D
0
0
7
4
8
-C

Tank-Nr.
Tank-no.

Tankreferenzhöhe
Tank reference height

m

1 2

3

4

5 5 6 7
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PTB タ イプ銘板

A0020446

注意！ 
注文情報項目 "70 - 保税認定 " で "G" を選択し た場合にのみ、 このフ ィ ール ド は記入されます。

1 認定番号
2 型式認定年月
3 製造年
4 タ ン ク高さ
5 タ ン ク番号
6 認定測定範囲 （... ～ ...）
7 最低環境温度
8 最高環境温度

ENDRESS+HAUSER

MICROPILOT S  FMR

Hersteller / Producer :

Tank-Nr.
Tank-no.

Baujahr
Year of constr.

Tankreferenzhöhe
Tank reference height

m

D
0
0
5
4
9
-B

Zert.Messbereich/Cert.Measuring range Umgeb./Environm.

bis
to

min max
von
from

T

m °C

1

2 3

4

5

6 6 7 8
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2.2 納入範囲

注意!

製品の受入、搬送、保管（→ 10 ページ）に示されている、測定機器の開梱、輸送、保管に関す
る指示に必ず従ってください！

納入範囲の構成は、 以下の とお り です ：
• 組立済みの本機器
• ア ク セサ リ （→ 63 ページ）
• シール × 2 個
• エン ド レ スハウザー社製オペレーテ ィ ング ソ フ ト ウ ェア （同梱の CD-ROM）
• 簡易操作説明 KA01059F （ク イ ッ ク設定）
• 簡易操作説明 KA00255F （基本設定 / ト ラブルシューテ ィ ング）、 本機器に収納
• 認定書類 ： 本書に含まれていない場合
• その他の関連文書を収録し た CD-ROM、 例 ：
– 取扱説明書
– 機能説明書

2.3 認証と認定

CE マーク、適合宣言
本機器は最新技術水準の安全要求事項に適合する よ う 設計され、 検査を受けて安全に操作でき る
こ と が確認された う えで、 工場か ら出荷されています。 本機器は、 EC 適合宣言に記載の、 該当
する規格および規定に準拠し てお り 、 し たがって、 EG 指令の法的要件を遵守し ています。
エン ド レ スハウザー社では、 本機器が試験に合格し ている こ と を、 CE マーク を付けて証明し て
います。

2.4 登録商標

KALREZ®、 VITON®、 TEFLON®

E.I. Du Pont de Nemours & Co. 社 （Wilmington、 USA） の登録商標です。

TRI-CLAMP®

Ladish & Co., Inc. 社 （Kenosha、 USA） の登録商標です。

HART®

HART Communication Foundation （Austin、 USA） の登録商標です。

ToF®

Endress+Hauser GmbH+Co. KG, 社 （Maulburg、 Germany） の登録商標です。

PulseMaster®

Endress+Hauser GmbH+Co. KG, 社 （Maulburg、 Germany） の登録商標です。

PhaseMaster®

Endress+Hauser GmbH+Co. KG, 社 （Maulburg、 Germany） の登録商標です。

FieldCare
Endress+Hauser Process Solutions AG 社 （Rheinach、 Switzerland） の登録商標です。
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3 設置

3.1 ク イ ッ ク設置ガイ ド

A0020810

1 センサ部のマーカー
2 フ ラ ンジ部のマーカー

3.2 製品の受入、 搬送、 保管

3.2.1 受入

梱包と中身について損傷がないこ と をチェ ッ ク し て く ださい。 荷をチェ ッ ク し、 不足品が無いこ
と、 納入物が注文と一致し ている こ と を確認し て く ださい。

3.2.2 搬送

注意!

18 kg（39.69 lbs）を超える機器の安全注意事項および輸送条件に従ってください。

3.2.3 保管

保管および輸送の際は、 本機器を衝撃から保護される よ う に梱包し て く ださい。
工場出荷時の梱包材を使用する と最適に保護でき ます。
許容保管温度は、 -40 ～ +80 ℃ （-40 ～ +176 °F） です。

90°

90°

2

1
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3.3 設置条件

3.3.1 技術的ヒ ン ト

設置位置
• タ ン ク外壁から ノ ズル中心までの推奨距離

（1） - ： ～タ ン ク直径の 1/6 （「放射角」、
→ 12 ページ）

• タ ン ク中心への取 り 付け （3） は避けて く だ
さい。 干渉波が信号減衰を引き起こす場合
があ り ます。

• 投入物の上 （4） には設置し ないで く ださ
い。

• 機器を直射日光、 雨から守る為に、 日よけ
カバー （2） を付けて く ださい。 日よけ
カバーはテンシ ョ ン ク ラ ンプによ り 設置 ・
取 り 外しは容易です （「ア ク セサ リ 」、
→ 63 ページ）

A0020541

1

2 3 4

タンク内設置物 構造物
• 信号ビーム内には、 リ ミ ッ ト ス イ ッチや

温度センサなどのその他の機器 （1） を設置
し ないで く ださい （「放射角」、 → 12 ペー
ジ）。

• 上々限警報は必ず不感知距離 （BD） と安全
距離 （SD） よ り 下に設定し て く ださい。

• バキ ューム リ ング、 ヒ ーテ ィ ング コ イル、
バッ フルなどの左右対称形の装置 （2） は測
定を妨げる場合があ り ます。

最適化オプション
• アンテナサイ ズ ： 大きいサイ ズのアンテナ

を使用する事で、 マイ ク ロ波の放射角は小
さ く な り 、 タ ン ク内設置物 ・ 構造物によ る
計測への影響を減らす事ができ ます。

• マ ッ ピング ： 不要反射の除去機能を使 う 事
によ り 測定を最高の状態に近づける こ と が
でき ます。

• アンテナの位置合わせ ：
「アンテナ向きの調整」、 → 15 ページ

• ガイ ド パイプ ： ガイ ド パイプを使 う 事によ
り タ ン ク内設置物 ・ 構造物によ る計測への
影響を防ぐ事ができ ます。 （管内の付着に注
意し て く ださい。） 口径が DN150 （6”） 以上
の内筒管を使用する場合は、 プレーナアン
テナタ イプの FMR532 を推奨し ます。

• 斜めに取 り 付け られている金属遮壁 （3）
は、 レーダー信号を拡散し て干渉波を減ら
し ます。

詳細については、 エン ド レ スハウザー社まで
お問い合わせ く ださい。

A0020450

1

3

2

B
D

S
D
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放射角

マイ ク ロ波のエネルギー密度が最大エネルギー密度の半分 （3 dB 幅） に到達する範囲の角度を放
射角  と定義し ています。 マイ ク ロ波は放射角の外側にも放射されてお り 、 タ ン ク内設置物 ・ 構
造物等によ る反射も発生し ます。 ビームの直径 W は、 アンテナタ イプ （放射角 ） と距離 D に
応じ て異な り ます。 以下の表には、 タ ン ク内壁と の推奨距離が示されています。 表示された領域
に機械的な障害物が入ら ないよ う にし て く ださい。

ホーンアンテナ

A0020805

アンテナサイズ 100 mm （4"）

放射角（） 8°

測定距離（D） ビーム幅（W）
壁との推奨距離

角度調整 0° 角度調整 3°

5 m （16 ft） 0.70 m （2.3 ft） 0.89 m （2.9 ft） 0.62 m （2 ft）

10 m （33 ft） 1.40 m （2.6 ft） 1.77 m （5.8 ft） 1.23 m （4 ft）

15 m （49 ft） 2.10 m （6.9 ft） 2.65 m （8.7 ft） 1.85 m （6.1 ft）

20 m （66 ft） 2.80 m （9.2 ft） 3.53 m （12 ft） 2.46 m （8.1 ft）

25 m （82 ft） 3.50 m （11 ft） 4.41 m （14 ft） 3.07 m （10 ft）

30 m （98 ft） 4.20 m （14 ft） 5.29 m （17 ft） 3.69 m （12 ft）

パラボラアンテナ

A0020806

アンテナサイズ 200 mm （8"） 250 mm （10"）

放射角（） 4.4° 3.3°

測定距離（D） 壁との推奨距離

5 m （16 ft） 0.35 m （1.1 ft） 0.2 m （0.7 ft）

10 m （33 ft） 0.70 m （2.3 ft） 0.5 m （1.6 ft）

15 m （49 ft） 1.05 m （3.4 ft） 0.75 m （2.5 ft）

20 m （66 ft） 1.40 m （2.6 ft） 1.05 m （3.4 ft）

25 m （82 ft） 1.75 m （5.7 ft） 1.3 m （4.3 ft）

30 m （98 ft） 2.10 m （6.9 ft） 1.6 m （5.2 ft）

35 m （115 ft） 2.45 m （8 ft） 1.85 m （6.1 ft）

40 m （131 ft） 2.80 m （9.2 ft） 2.10 m （6.9 ft）

D

W

�

D

W

�
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測定条件

• 測定範囲はビームがタ ン ク底に当たる所から始ま り ます。 特にタ ン ク底が皿状のも し く は円錐
形状を し た タ ン ク の場合、 こ の点よ り 下ではレベルを検知でき ません。

• 泡の濃度によ って、 マイ ク ロ波が吸収または反射される場合があ り ますが、 そのよ う な状態で
も条件によ って測定は可能です。

• 最小測定範囲 B はアンテナバージ ョ ンに応じ て異な り ます （図参照）。
• タ ン ク径と高さは、 少な く と も タ ン ク の両側面で反射し たレーダー信号が液面で反射し てアン

テナに届かないだけの寸法が必要です。
• 比誘電率が低い場合 （測定物グループ A と  B） や、 液面が低い （低液位 C 以下） 場合マイ ク

ロ波が測定物を透過し タ ン ク底を捉えて し ま う こ と があ り ます。 こ のよ う な場合、 測定精度が
下が り ます。 精度を保つには、 ゼロ点を タ ン ク底から距離 C （図を参照） だけ上に設定し て く
ださい。

• FMR540 の場合、 原理上はアンテナ先端部まで測定する こ と が可能です。 ただし、 腐食や付着
物によ る精度への影響を考慮し て、 フルス ケールはアンテナの先端から 60 mm （2.36 in） 以上
離し て設定し て く ださい （図 A を参照）。

A0020737

測定範囲を超えた場合の動作

測定範囲を超えた場合の動作を任意で決める こ と ができ ます。
初期設定では 22 mA の電流出力と HART プロ ト コルのステータ ス （E651） を発し ます。

1)

1) すべて リ フ ァ レ ン ス条件に基づいた値です。

A [m (ft)] B [m (ft)] C [mm (in)]

FMR540（伸長パイプなし）2)

2) 伸長パイプオプシ ョ ンを選択し た場合は、 センサ伸長パイプの長さ を "A" に加え る必要があ り ます。

0.6 （2） > 0.5 （1.6） > 300 （11.8）

100%

0%

B
A

C



設置 マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S FMR540 4 ～ 20 mA HART

14 エン ド レスハウザー ジ ャパン

測定範囲

測定範囲はアンテナのサイ ズ、 測定物の反射率、 設置位置、 不要反射の度合いに応じ て異な り ま
す。 最適な信号強度を得るためには、 可能な限 り 大口径のアンテナ （DN200 （8"） または DN250
（10"） パラ ボ ラ アンテナ） の使用を推奨し ます。
測定可能な範囲は下の表に測定物グループ と アプ リ ケーシ ョ ンの種類ご と に記載し てあ り ます。
も し、 測定物の比誘電率が分から ない場合、 信頼でき る計測を確実にする為に測定物グループを
B と仮定し て く ださい。

センサタ イプ と測定物グループに応じ た測定範囲

測定物
グループ

比誘電率
（r）

例

A1 1.4 ～ 1.6 プロパン、 ブタ ン

A2 1.6 ～ 1.9 非導電性液体、 灯油、 ジェ ッ ト 燃料、 ガ ソ リ ン、 LPG

B 1.9 ～ 4
非導電性液体 （例 ： ガ ソ リ ン、 デ ィ ーゼル燃料、 重油、 エンジンオイル、

アス フ ァル ト 、 歴青、 BTEX、 燃料かす）

C 4 ～ 10 例） 濃酸、 有機溶剤、 エステル、 アニ リ ン、 アルコール、 アセ ト ン、 .......

D > 10 導電性のあ る液体、 例） 水溶液、 希釈酸、 希アルカ リ

測定物グループ ホーンアンテナ
センサ伸長パイプなし

パラボラアンテナ
センサ伸長パイプなし

測定範囲1)

1) すべて リ フ ァ レ ン ス条件に基づいた値です。

測定範囲 1)

A1 DC (r) = 1.4 ～ 1.6 弊社営業所も し く は販売代理店にお問い合わせ く ださい。

A2 DC (r) = 1.6 ～ 1.9 0.6 ～ 20 m （2 ～ 66 ft） 0.6 ～ 40 m （2 ～ 131 ft）

B DC (r) = 1.9 ～ 4 0.6 ～ 20 m （2 ～ 66 ft） 0.6 ～ 40 m （2 ～ 131 ft）

C DC (r) = 4 ～ 10 0.6 ～ 30 m （2 ～ 98 ft） 0.6 ～ 40 m （2 ～ 131 ft）

D DC (r) > 10 0.6 ～ 30 m （2 ～ 98 ft） 0.6 ～ 40 m （2 ～ 131 ft）

保税認定の場合の最大測定

範囲

NMi ： 23 m （75 ft）

PTB ： 23 m （75 ft）

NMi ： 26 m （85 ft）

PTB ： 30 m （98 ft）

ガイ ド パイプ付きのアプ リ ケーシ ョ ンの場合は、 マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S FMR532 を推奨し
ます （TI01122F を参照）。
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3.4 設置説明

3.4.1 設置キ ッ ト

設置には、 以下の工具が必要です ：
• フ ラ ンジ取 り 付け用の工具
• 90 mm レ ンチ （角度調節器調整用、 角度調節器を備えた機器のみ）
• 4 mm （0.1"） 六角レ ンチ （ハウジング回転用）

3.4.2 タ ン クへの設置

アンテナ向きの調整

A0020810

1 センサ部のマーカー
2 フ ラ ンジ部のマーカー

90°

90°

2

1
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FMR540 ホーンアンテナタイプの標準設置
• 11 ページの設置に関する事項を必ずお守 り

く ださい。
• フ ラ ンジの位置合せマーカーがタ ン ク壁に

向 く よ う にし て く ださい。
マーカーは、 はっ き り と分かる よ う にセン
サネ ッ ク またはフ ラ ンジに付け られていま
す。

• 設置後に、 本体デ ィ スプレ イ と端子室に簡
単にア ク セスでき る よ う にハウジングは 
350°回転させる事ができ ます。

• フ ラ ンジが測定物面と平行になっていない
場合は、 垂直方向のセンサ位置を調整し ま
す。

• ホーンアンテナは ノ ズルよ り も下に突き出
すよ う にし て く ださい。 必要に応じ て、 伸
長アンテナバージ ョ ンを選択し ます。 ノ ズ
ル高がこれよ り も高い場合には、 エン ド レ
スハウザー社にご相談 く ださい。

• タ ン ク壁の影響を避ける ためホーンアンテ
ナはタ ン ク中心に向けて 3° 傾けて取 り 付け
る こ と をお奨めし ます。
タ ン ク内構造物からの干渉反射を防ぐため
に､また､タ ン ク内側にセンサを向ける ため
に、 角度調節器で 15° まで全方向に向ける
こ と ができ ます。 詳細については、 取扱説
明書 KA00274F を参照し て く ださい。
設定については、 弊社営業所も し く は販売
代理店にお問い合わせ く ださい。

A0020809

H

øD

アンテナサイズ 100 mm（4"）

D [mm（in）] 95 （3.74）

H [mm（in）]
（アンテナ伸長分は含まず）

< 430 （16.9）
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FMR540 パラボラアンテナタ イプの標準設置

• 11 ページの設置に関する事項を必ずお守 り く ださい。
• フ ラ ンジの位置合せマーカーがタ ン ク壁に向 く よ う にし て く ださ い。

マーカーは、 はっ き り と分かる よ う にセンサネ ッ ク またはフ ラ ンジに付け られています。
• 設置後に、本体デ ィ スプレ イ と端子室に簡単にア ク セスでき る よ う にハウジングは 350° 回転さ

せる事ができ ます。
• 理想と し ては、 パラ ボラ アンテナは ノ ズルよ り も下に突き出し ていなければな り ません （1） 。

特に角度調節器を使用する場合、 パラ ボ ラ リ フ レ ク ターが ノ ズル下端よ り も下に突き出る よ う
に設置し て く ださい｡

• パラ ボラ アンテナは測定物の表面に対し て垂直に取 り 付ける必要があ り ます。
タ ン ク内構造物からの干渉反射を防ぐために､また､タ ン ク内側にセンサを向けるために、 角度
調節器で 15° まで全方向に向ける こ と ができ ます。
詳細については、 取扱説明書 KA00274F を参照し て く ださい。
設定については、 弊社営業所も し く は販売代理店にお問い合わせ く ださ い。

A0020808

A アンテナが ノ ズルよ り も下に突き出た状態
B アンテナが ノ ズル内に設置された状態
1 液面に対し て垂直に設置
a 距離に注意

ノ ズル高が高い場合には、 パラ ボ ラ アンテナ全体が ノ ズル内に収ま る よ う に設置し て く
ださい （B）。

øD

H

A B

1

a a

アンテナサイズ 200 mm（8"） 250 mm（10"）

D [mm（in）] 173 （6.81） 236 （9.29）

H [mm（in）]
（アンテナ伸長分は含まず）

< 200 （7.87） < 200 （7.87）
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角度調節器付き FMR540

±1 mm （0.04 in） と い う 最高の測定精度を得るには、 マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S を液面に対し て垂直
に設置し なければな り ません。角度調節器を使用する と、 アンテナ軸を全方向に 最大 15° 傾ける
こ と ができ ます。角度調節器は、液面に対し てセンサ取 り 付け角度を最適化する ためのものです。
センサは液面に対し て垂直に設置し ます。 傾きはパラ ボ ラ アンテナで 0°、 ホーンアンテナで最大
3° までになる よ う 位置調整する必要があ り ます。

A0020807

A 測定物

アンテナを可能な限 り 正確に位置調整するには、 ア ク セサ リ と し て用意された水準器を使用する
こ と を推奨し ます。
詳細については、 KA00274F にあ る指示を参照し て く ださい。
保税アプ リ ケーシ ョ ンの用に、 ネジを ワ イヤで封印する こ と ができ ます。

±15°

±15° 90 °
90 °

A
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角度調節器

A0021554

角度調節器付きの FMR540 を設置する際に、 水準器
（1） を使用する こ と を推奨し ます。

角度調整手順

この手順は、 角度調節器 （3） 付きで購入し たセ
ンサのみに適用されます。 この手順にはエン ド
レ スハウザー社のア ク セサ リ であ るマイ ク ロパ
イ ロ ッ ト  S FMR540 用水準器 （1） が必要です。

こ の手順を開始する前に、 マイ ク ロパイ ロ ッ ト S 
FMR540 がタ ン ク に適切な位置に取 り 付け られてお
り 、 すべてのフ ラ ンジボル ト が締め付け られている こ
と を確認し て く ださ い。

工具 ： 90 mm レ ンチ
ア ク セサ リ パッ ケージの内容 ：
水準器 （部品番号 52026756）
手順説明書 「水準器を使用し たセンサ角度調整」 
（KA00274F 部品番号 52027425)

ナッ ト （3） を緩めて、 FMR540 を滑らかに傾斜
でき る よ う にし ます。

A0020807

センサの位置が滑らかに傾斜でき る こ と を確認
し ます。 ナッ ト を緩めすぎないよ う にし て く だ
さい。

マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S を、 測定物表面 （A） また
は水平面に対し てほぼ垂直な位置まで傾斜させ
ます。
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IP 65

Messbereich
Measuring range

Messbereich
Measuring rangeU 16...36 V DC

4...20 mA

U 16...36 V DC

4...20 mA

max. 20 m

max. 20 m

T
>70°C :

A

t >85°C

T
>70°C :

A

t >85°C

Order Code:
Ser.-No.:

Order Code:
Ser.-No.:

SS+HAUSER

OPILOT FMR

SS+HAUSER

OPILOT FMR

1

3

2

±15°

±15° 90 °
90 °

A
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A0021550

マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S FMR540 用の水準器 （1）
を配置し ます。 水準器の裏面と マイ ク ロパイ
ロ ッ ト  S FMR540 の銘板と の間に異物が挟ま ら な
いよ う に注意し て く ださい。

A0021415

ホーンアンテナ付きマイ ク ロパイ ロ ッ ト  S 
FMR540 ：
気泡の外縁が 3 ° の円 （4） に達する位置まで、
FMR540 を タ ン ク中心の方向に向けて傾斜させま
す。

3 ° の位置を超え る と、 信号が弱ま る可能
性があ り ます （または信号損失）。

パラ ボラ アンテナ付きマイ ク ロパイ ロ ッ ト  S 
FMR540 ：
気泡が傾き イ ンジケータの中心 （5） （0 °） に入
る位置まで FMR540 を傾斜させます。

ナッ ト を徐々に締め付け水準器の傾斜位置を 
0 °/3 ° に保持する よ う にし ます。

ナッ ト を締め付けた後、 センサの位置を傾斜 / 
変更でき ないこ と を確認し ます。
ナッ ト の締め付け ト ルク ： 80 ～ 85 Nm
（59 ～ 62.69 lbf ft）
保税認定によ る要求があ る場合は、 支給ワ イヤ
と封印金具を使用し て封印ネジの と こ ろで角度
調節器を封印し て く ださい。

90°
90°
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保税認定用の封印

エアーパージ

3.4.3 ハウジングの回転

設置後に、 本体デ ィ スプレ イ と端子室に簡単にア ク セスでき る よ う にハウ ジングは 350° 回転さ
せる事ができ ます。 ハウジングを必要な位置まで回すには、 以下のよ う に進めます ：

1. 六角レ ンチでネジを緩めます。

2. 必要な方向にハウ ジングを回し ます。

3. 六角レ ンチでネジを し っか り と締め付けます。

A0020470

角度調節器を支給の溝付キ ャプス タ ンネジを
使用し て封印する こ と ができ ます。 封印ワ イ
ヤは、 角度調節器が緩まないよ う にする ため
に、 開方向と逆の方向に取 り 付ける必要があ
り ます。

設け られている 3 箇所の封印位置の う ちの少
な く と も 2 箇所で封印する よ う にし て く ださ
い。

A0021559

アプ リ ケーシ ョ ンの一部では､エアーパージコ
ネ ク シ ョ ンを使いアンテナへの付着を防止す
る こ と ができ ます。

• 連続エアーパージ ：
推奨するパージエアー圧力は 120 ～ 150 kPa
（18 ～ 22.5 psi） abs です。

• パルスエアーパージ ：
パージエアーの最大圧力は、 600 kPa abs. で
す。

注記

水分やほこりが溜まると測定結果が不正確に
なることがあります。
‣ ド ラ イパージエアーを使用し て く ださい。

A0020799

1 エアパージ コネ ク シ ョ ン G ¼"
最大 ト ルク 3.5 Nm （2.58 lbft ft）
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Measuring rangeU 16...36 V DC

4...20 mA

max. 20 m

T
>70°C :

A

t >85°C

Order Code:
Ser.-No.:

Order Code:
Ser.-No.:
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OPILOT FMR
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3.4.4 UNI フ ラ ンジ

ユニバーサルフ ラ ンジは、 場合によ ってボル ト 穴数を少な く し てお り 、 穴も大きめになっていま
す。 その為、 ボル ト を締めつける前に、 タ ン ク フ ラ ンジ側フ ラ ンジ と ボル ト 穴を き ちん と合わせ
てから ボル ト を締めつけて く ださい。

A0020793

寸法 ： mm （in）

90°

280 (11.0)

ø23 (0.91)

240 (9.45)

A-A

8
 (

0
.3

1
)ø80.3 (3.16)

A

A

A

A

ø340 (13.4)

ø405 (15.9)

90°

6
0

°

6
0

°

ø26 (1.02)

ø29 (1.14)

ø358 (14.1)

ø294.5 (11.6)

A A

B C

D

エンドレスハウザー社製
UNI フランジ

共通 仕様コード オプション
モデル

B DN150 PN16、 ANSI 6" 150lbs、 JIS 10K 150 040 XVJ

C DN200 PN16、 ANSI 8" 150lbs、 JIS 10K 200 040 X3J

D DN250 PN16、 ANSI 10" 150lbs、 JIS 10K 250 040 X5J
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3.4.5 エン ド レスハウザー社 UNI フ ラ ンジ付き角度調節器

A0020791

寸法 ： mm （in）

1 バイ ト ンシール
2 エン ド レ スハウザー社製 UNI フ ラ ンジ DN200/DN250

角度調節器の項目も参照し て く ださい （→ 63 ページ）。

3.5 設置後のチ ェ ッ ク

本機器を設置完了後、 以下のチェ ッ ク を行います ：
• 機器に損傷はないか （目視検査）
• プロセス温度、プロセス圧力、周囲温度、測定範囲などの測定点の仕様に機器が一致し ているか
• フ ラ ンジの位置合わせマーカーが正しい方に向いているか （→ 10 ページ）
• フ ラ ンジのねじが、 それぞれの締付け ト ルク で締め付け られているか
• 測定点番号と ラベルの貼付は正しいか （目視検査）
• 降雨および直射日光から機器が十分に保護されているか （→ 63 ページ）

8
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1
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4 配線

4.1 ク イ ッ ク配線ガイ ド

シール ド を接地する と きは、 対応する指令 EN 60079-14 および EN 1127-1 に従 う 必要があ り ま
す。 シール ド を確実に接地するための推奨事項 ：

注意!

接続前に、以下の点に注意してください。

‣ 電源が銘板のデータ と同じであ る こ と を確認し ます。
‣ 本機器を接続する前に電源をオフにし て く ださい。
‣ 本機器を接続する前に、 等電位接続線を伝送器の接地端子に接続し て く ださい。
‣ ロ ッ ク ネジを締め付けて く ださい。

これによ って、 アンテナ と ハウジング接地電位がつなが り ます。
‣ 危険場所で計測システムを使用する場合は、 国家規格を遵守し、 安全注意事項 （XA） にあ る

指示に従って く ださい。

4.1.1 配線

注意!

接続前に、以下の点に注意してください。

‣ 電源は伝送器電源ユニ ッ ト から供給されます。
‣ 端子部が分離し ている場合は、 電源をオフにし てか らハウ ジングカバーを取 り 外し て く だ さ

い。

ケーブルをグ ラ ン ド の中を通し て挿入し
ます。 2 線式または 4 線式ツ イ ス ト ケーブ
ルを使用し ます。

A0020479

A 電源 ： DC 24 V （伝送器電源ユニ ッ ト か ら供給）
B 信号 ： DC 24 V （伝送器電源ユニ ッ ト から供給）
1 ハウジングカバー
2 ケーブル
3 ケーブルグ ラ ン ド
4 代替接続
5 コ ミ ュボ ッ ク ス FXA195、 ハン ドヘル ド

コ ミ ュ ニケータ
6 シール ド 接地
7 テス ト ソ ケ ッ ト 、 出力電流
8 PML （等電位線）

注意!

センサ側のラインシールドのみ接地しま
す。
接続を行います （ピン割付けを参照）。

ケーブルグ ラ ン ド を締め付けます。

ハウ ジングカバーを元に戻し、 し っか り
と固定し ます。

電源をオンにし ます。

危険場所に設置されたマイ ク ロパイ ロ ッ
ト  S は、 単体の機器 と し て、 危険場所の
外側にあ る電源ユニットと伝送器に接続
されます。 こ の場合、 シール ド をマイ ク ロ
パイ ロ ッ ト のハウ ジングのアースに直接
接続する こ と を推奨し ます。 これによ り 、
マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S と電源ユニ ッ ト が
同じ等電位線に接続されます。

1

3

2

6

1
1

2
2

3
3

4
4

5
5

8

A B
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4.1.2 タ ン クサイ ド モニ タ NRF590 による配線

注意!

接続前に、以下の点に注意してください。

‣ 指定のケーブルグ ラ ン ド を使用し て く ださい。
‣ 端子部が分離し ている場合は、 電源をオフにし てか らハウジングカバーを取 り 外し て く だ さ

い。

ケーブルをグ ラ ン ド の中を通し て挿入し
ます。 2 線式または 4 線式ツ イ ス ト ケーブ
ルを使用し ます。

AA0020479

A タ ン ク サイ ド モニ タ NRF590

B マ イ ク ロパイ ロ ッ ト  S
1 ハウジングカバー
2 ケーブル
3 ケーブルグ ラ ン ド
4 本質安全端子台
5 マ イ ク ロパイ ロ ッ ト  S 専用
6 HART センサ
7 タ ン ク サイ ド モニ タ NRF590 上の一点接地
8 シール ド 接地

9 PML （等電位線）

注意!

センサ側のラインシールドのみ接地しま
す。
接続を行います （ピン割付けを参照）。

ケーブルグ ラ ン ド を締め付けます。

ハウ ジングカバーを元に戻し、 し っか り
と固定し ます。

電源をオンにし ます。

マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S は、 危険場所で他
の機器と組み合わせてタ ン ク サイ ド モニ
タに接続でき ます。 この場合、 ケーブル
のシール ド を NRF590 で一点接地し、 す
べての機器を同じ等電位線 （PML） に接
続する こ と を推奨し ます。 機能上の理由
から現場接地と シール ド間に静電結合が
必要な場合は （多重接地）、 最低絶縁耐力
が 1500 Veff のセ ラ ミ ッ ク コ ンデンサを使
用する必要があ り ます。 この場合、 合計
静電容量が 10 nF を超えないよ う にし て
く ださい。
相互に接続された本質安全機器の接地に
ついては FISCO モデルを参照し て く ださ
い。 NRF590 と マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S の間
に接地ケーブルを敷設でき ない場合は、
片側 （NRF590 側） に接地する こ と が可能
です。 この場合、 最大静電容量が 10 nF 
で最小絶縁電圧が 1500 V のセラ ミ ッ ク コ
ンデンサを使用し てマイ ク ロパイ ロ ッ ト  S 
側のシール ド を接地する こ と が重要です。
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4.2 計測ユニ ッ ト の接続

端子室

このハウ ジングには、 独立端子室が付いています。

A0020471

A 電源
B 信号

HART 通信の負荷

HART 通信の最小負荷 ： 250 

電線管接続口

供給電圧

直流電圧 ： 以下の表を参照

消費電力

• 最大 400 mW （16 V 時）
• 最大 600 mW （24 V 時）
• 最大 750 mW （30 V 時）
• 非防爆 ： 最大 900 mW （36 V 時）

消費電流

最大 25 mA （突入電流 55 mA）

1 2 3 4 5

A B

説明 仕様コード オプションモデル

ケーブルグ ラ ン ド用ネジ M20 070 1

ケーブルグ ラ ン ド M20 070 2

ケーブルグ ラ ン ド用ネジ G ½" 070 3

ケーブルグ ラ ン ド用ネジ NPT ½" 070 4

通信 端子間電圧 最小 最大

電源
標準 V (20 mA) = 16 V 36 V

Ex V (20 mA) = 16 V 30 V

信号 Ex
V (4 mA) = 11.5 V 30 V

V (20 mA) = 11.5 V 30 V
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過電圧保護

• レベル変換器マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S は、 EN/ IEC 60079-14 または EN/ IEC 60060-1 （イ ンパル
ス電流試験 8/ 20 μ 秒、 Î = 10 kA、 10 パルス） に準拠し た内部過電圧保護器 （600 Vrms サー
ジアレ ス タ） を備えています。さ らに、本機器は 500 Vrms の電気的絶縁によ り 、電源 と （HART）
電流出力間が保護さ れています。 使用に当っては電位差が生じ ない よ う にマ イ ク ロパイ ロ ッ
ト S の金属ハウジングを タ ン ク も し く はアースに直接接続し て く ださい。

• 追加の過電圧保護 HAW560Z/HAW562Z によ る設置 （XA00338F 「危険場所で使用する ための認
証電気機器の安全注意事項」 を参照）
– HAW560Z/HAW562Z と マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S を設置現場の等電位線に接続し ます。
– 危険場所の内外で等電位と なる よ う にし て く ださい。
– HAW560Z/HAW562Z と マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S に接続する ケーブルは、長さが 1 m （3.3 ft） を

超えないよ う にし て く ださい。
– ケーブルは機械的に保護する必要があ り ます （例 ： 電線管を使用） 。

電源

• 単体での使用時は、 当社製 RN221N または同等品を 2 台使用し て く ださい
• 当社製タ ン クサイ ド モニタNRF590を使用し て タ ン ク ゲージシステムに組み込むこ と が可能（推

奨運転モード）

高精度測定

高精度の測定では、必要な分解能を確保するために、測定し たデータ を HART プロ ト コルによ っ
て伝送する必要があ り ます。

4.2.1 タ ン クサイ ド モニ タ NRF590 の接続

「タ ン ク サイ ド モニタ NRF590 によ る配線」、 → 25 ページ
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4.2.2 エン ド レスハウザー社製 RN221N との HART 接続

A0020488

1 コ ミ ュ ボ ッ ク ス FXA291 （USB） 6 電源
2 ToF アダプタ FXA291 7 PLC
3 FieldCare 8 信号
4 VIATOR Bluetooth モデム、 接続ケーブル付き 9 ハン ドヘル ド コ ミ ュ ニケータ 475
5 フ ィ ール ド エキスパー ト  SFX100 10 コ ミ ュ ボ ッ ク ス FXA195 （USB）

4.2.3 その他の電源との HART 接続

A0020490

1 コ ミ ュ ボ ッ ク ス FXA291 （USB） 6 電源
2 ToF アダプタ FXA291 7 直流電圧または PLC
3 FieldCare 8 信号
4 VIATOR Bluetooth モデム、 接続ケーブル付き 9 ハン ド ヘル ド コ ミ ュ ニケータ 475
5 フ ィ ール ド エキスパー ト  SFX100 10 コ ミ ュボ ッ ク ス FXA195 （USB）

1 32 4 5
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3

1

2

≥ Ω250

54
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4.3 推奨する接続方法

4.3.1 等電位接続

等電位接続を、 本機器の外部接地端子に接続し ます。

4.3.2 シールド ケーブルの配線

注意!

防爆用途では、センサ側だけを接地する必要があります。安全注意事項の詳細については、危険
場所の適用に関する別冊マニュアルを参照してください。

4.4 保護等級

• ハウジング ： IP65/68、 NEMA 4X/6P
• アンテナ ： IP65/68、 NEMA 4X/6P

4.5 接続後のチ ェ ッ ク

本機器を配線後、 以下のチェ ッ ク を行います ：
• 端子割当ては正しいか （→ 24 ページ）
• ケーブルグ ラ ン ド は締ま っているか
• ハウジングふたは、 し っか り ねじ込まれているか
• 補助電源が使用可能な場合 ：

本機器は動作可能な状態か、 液晶デ ィ スプレ イに値は表示されているか
• 接地 （タ ン ク電位） は適正か
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5 操作中

5.1 ク イ ッ ク操作ガイ ド

操作メニューの選択と設定：

1.  を押し て、 測定値表示画面からグループセレクション画面に移動し ます。

2.  または  を押し て、 目的の機能グループ （" ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定 (00) など） を選択し
てから、 を押し て、 選択し た機能グループを確定し ます。 1 番目の機能が選択されていま
す（" ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ "；タ ン ク形状 (002) など）。選択された メ ニューテキス ト の左側には  マー
ク が表示されます。

3.  または  を使用し て編集モード を開始し ます。
メニューの選択
a.  または  を使用し て、 選択し た機能内の目的のパラ メ ータ を選択し ます。

b.  を押し て選択項目を確定し ます。選択し たパラ メ ータの左側に  マークが表示されま
す。

c. 値の編集後、  を押し てその値を確定し ます。 編集モード が終了し ます。

d. 編集をキ ャ ンセルする場合は、  と   を同時に押し ます。 編集モード が終了し ます。

数値 / テキストの入力方法
a.  または  を押し て、 数値 / テキス ト の最初の桁を編集し ます。

b.  を押し てカーソルを次の桁に移動し ます。すべての桁の入力が完了する まで手順 a と
b を繰返し ます。

c. カーソルに  シンボルが表示された ら、  を押し て編集し た値を確定し ます。
編集モード が終了し ます。

d. 編集をキ ャ ンセルする場合は、  と   を同時に押し ます。 編集モード が終了し ます。

4.  を押し て、 次の機能を選択し ます。

5.  と   を同時に 1 回押すと、 1 つ前の機能に戻 り ます。
 と   を同時に 2 回押すと、 グループセレクション画面に戻 り ます。

6. グループセレ ク シ ョ ン画面で  と   を同時に押す と、 測定値表示画面に戻 り ます。

ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ ｸﾞﾙｰﾌﾟｾﾚｸｼｮﾝﾆ
ﾓﾄﾞﾙ

ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ  ﾄﾞｰﾑｶﾞﾀ 

ﾃﾝｼﾞｮｳ

 ﾌﾒｲ

ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ  DC ： <1.9

ｶｸﾁｮｳｾｯﾃｲ ｶﾞｲﾄｳｶﾝ DC ： 1.9 ～ 4

... ﾅｲﾄｳｶﾝ DC ： 4 ～ 10

ﾌﾗｯﾄ ﾅ ﾃﾝｼﾞｮｳ DC ： > 10

ｷｭｳｹｲ ﾀﾝｸ

>3 s

ESC E S C

S S

2x
E S C

S

E S C

S

F

ENDRESS + HAUSER

E+–

S

F F

S S
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5.1.1 操作メ ニューの構造

操作 メ ニューは、 2 つのレベルで構成されています ：
• 機能グループ（00、01、03、～、0C、0D）：本機器の各操作オプシ ョ ンは、 さ まざまな機能グ

ループに大まかに分け られています。" ｷﾎﾝｾｯﾃｲ "；基本設定、" ｱﾝｾﾞﾝｾｯﾃｲ "；安全設定、" ｼｭﾂﾘｮｸ "；
出力、" ﾋｮｳｼﾞﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ "；表示ディスプレイなどの機能グループがあ り ます。

• 機能（001、002、003、～、0D8、0D9）：各機能グループは、 1 つまたは複数の機能で構成さ
れています。 こ の機能では、 本機器の実際の操作またはパラ メ ータ設定を行います。 こ こ で、
数値を入力し、パラ メ ータ を選択し、保存する こ と ができ ます。" ｷﾎﾝｾｯﾃｲ "；基本設定 (00) 機能
グループには、"ﾀﾝｸｹｲｼﾞｮｳ"；タンク形状 (002)、"ｿｸﾃｲﾌﾞﾂﾄｸｾｲ"；測定物特性 (003)、"ﾌﾟﾛｾｽｺﾝﾃﾞｼｮﾝ"；
プロセスコンディション (004)、 " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ "；空調整 (005) などの機能があ り ます。

例えば本機器の設定を変更する場合、 以下の手順を行います ：

1. " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ "；基本設定 (00) 機能グループを選択し ます。

2. " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ "；タンク形状 (002) 機能を選択し ます （現在のタ ン ク形状が選択されています）。

5.1.2 機能の識別

機能 メ ニュー内での位置を簡単に確認するために （→ 74 ページ）、 デ ィ スプレ イには、 機能ご と
にポジシ ョ ンが表示されます。

A0020505-EN

1 機能グループ
2 機能

最初の 2 桁は、 機能グループを識別し ます ：

3 桁目は、 機能グループ内の個別の機能の番号にな り ます ：

本書では、 個別の機能の番号を、 機能名の後ろに括弧で示し ます （例えば " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ "；タンク
形状 (002)）。

1 2 3

• " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ "；基本設定 00
• " ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ "；安全設定 01
• " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "；リニアライゼーション 04
. . .

• " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ "；基本設定 00  • " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ "；タンク形状 002
• " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ "；測定物特性 003
• " ﾌﾟﾛｾｽ ｺﾝﾃﾞｼｮﾝ "；プロセスコンディション 004
. . .
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5.2 デ ィ スプレ イ と操作キー

A0020494-EN

1 LCD （機器本体デ ィ スプレ イ） 5 赤色 LED
2 シンボル 6 緑色 LED
3 操作キー 7 保税ロ ッ ク ス イ ッ チ
4 スナ ッ プフ ィ ッ ト 8 封印ピン

注記

表示部は本安構造のため電源を入れたままハウジングを開けて操作できます。操作しやすくする
ために、機器本体ディスプレイはスナップフィット（上図参照）を押すだけで取り外せるように
なっています。このディスプレイは、500 mm（19.7 in）のケーブルで機器に接続されています。

5.2.1 デ ィ スプレ イ

機器本体デ ィ スプレ イ （LCD）

1 行 20 文字、 4 行。 キーの組み合わせによ り コ ン ト ラ ス ト を調整でき ます。

A0020501

1 操作キー
2 バーグ ラ フ
3 シンボル
4 機能名
5 パラ メ ータ ポジシ ョ ン番号

ENDRESS + HAUSER

E+–

5

6

8

7

1

2

3

4

ENDRESS + HAUSER

E+–

1

2

3

4 5
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5.2.2 デ ィ スプレ イのシンボル

次の表は、 液晶デ ィ スプレ イに表示される記号の意味を示し た ものです。

発光ダイオー ド （LED） ：

マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S は、 機器本体デ ィ スプレ イの他に緑色と赤色の LED を装備し ています。

シンボル 意味

アラーム _ シンボル
このシンボルは、 機器が警告状態になった と きに現れます。 記号の点滅は警告を示しています。

ロック _ シンボル
こ のシンボルは、 機器がロ ッ ク されている と き、 つま り 、 入力不能な状態になっている と き

に現れます。

通信 _ シンボル
例えば HART 経由でデータ転送が行われている最中に、 この通信シンボルが現れます。

保税認定校正妨害
機器がロ ッ ク されていない、 または保税用基準校正を保証でき ない状態の場合には、 表示器

上にこのシンボルが表示されます。

LED 意味

赤色 LED が点灯 警報

赤色 LED が点滅 警告

赤色 LED が消灯 警報な し

緑色 LED が点灯 操作中

緑色 LED が点滅 外部デバイ ス と の通信
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5.2.3 キー割り付け

操作部はハウ ジング内にあ り 、 ハウ ジング蓋を開け操作し ます。

キーの機能

保税ロ ッ ク スイ ッ チ

また、 ロ ッ ク ス イ ッチによ って機器の設定内容を ロ ッ ク し、 電子回路部へのア ク セス を防ぐ こ と
ができ ます。 保税用アプ リ ケーシ ョ ンでは、 ロ ッ ク ス イ ッチを封印する こ と ができ ます。

ソ フ ト ウ ェ アの信頼性

レーダ機器マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S で使用される ソ フ ト ウ ェ アは、 OIML R85 の要件を満た し てい
ます。
これには、 特に以下の項目が含まれます。
• データ真擬性のチェ ッ ク
• 不揮発性 メ モ リ のチェ ッ ク
• データ分割管理保存機能

マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S は、 OIML R85 に準拠し た保税用測定の精度条件に適合し ているかど う か
を連続的に自己監視し ます。 必要な精度が維持でき な く なる と、 現場表示器上およびデジ タル通
信を介し て警報が発せられます。

キー 意味

O または V • 選択 リ ス ト の上の方に移動し ます。

• 機能内の数値を変更し ます。

S または W • 選択 リ ス ト の下の方に移動し ます。

• 機能内の数値を変更し ます。

X または Z 機能グループ内の一つ左側に移動し ます。

F • 機能グループ内の一つ右側に移動し ます。

• 入力を確定し ます。

O と同時に F
も し く は

S と同時に F
液晶デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト の調整

O と  S と  F 
を同時に押す

ハード ウ ェ アのロ ッ ク / ロ ッ ク解除

ハード ウ ェ ア ロ ッ ク を行 う と、 デ ィ スプレ イ または通信によ る機器操作は行え

な く な り ます。 ハード ウ ェアのロ ッ クは、 デ ィ スプレ イからの操作でしか解除

でき ません。 デ ィ スプレ イからのロ ッ ク解除には、 ロ ッ ク解除パラ メ ータ を入

力する必要があ り ます。
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5.3 現場操作

5.3.1 設定モー ドのロ ッ ク

マ イ ク ロパイ ロ ッ ト は、 機器データ、 数値、 または初期設定値が許可な く 変更されないよ う に、
2 通 り の方法で保護する こ と ができ ます ：

機能 " ﾛｯｸｶｲｼﾞｮﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； ロ ッ ク解除パラ メ ーター (0A4) ：

値 100 以外の数値 （例えば 99） を、" ｼﾝﾀﾞﾝ "；診断 (0A) 機能グループの " ﾛｯｸｶｲｼﾞｮﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ "；ロッ
ク解除パラメーター (0A4) に入力する必要があ り ます。 ロ ッ クは、 デ ィ スプレ イに  シンボル
で示され、 デ ィ スプレ イ または通信でも う 一度解除する こ と ができ ます。

ハー ド ウ ェ アロ ッ ク ：

本機器は、 O キー と S キーと F キーを同時に押すと ロ ッ ク されます。
ロ ッ クはデ ィ スプレ イに  シンボルで示され、デ ィ スプレ イで O キーと S キーと F キーを
同時に押し た場合に限って再び 解除する こ と ができ ます。
ハード ウ ェアのロ ッ クは、 通信で解除する こ と はできません。 本機器がロ ッ ク されていて も、 パ
ラ メ ータはすべて、 表示する こ と ができ ます。

機器本体の表示 意味

ｿｸﾃｲﾁ 000 O キー と S キーと  F キーを同時に押す

63.455 %

ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 0A4

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ ﾛｯｸ

ｿｸﾃｲﾁ 000 ロ ッ ク シンボルが LCD に表示される

63.455 %
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5.3.2 設定モー ドのロ ッ ク解除

本機器がロ ッ ク されている と きに、 パラ メ ータ を変更し よ う とする と、 本機器のロ ッ ク を解除す
る よ う 自動的に求められます。

機能 " ﾛｯｸｶｲｼﾞｮﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； ロ ッ ク解除パラ メ ーター (0A4) ：

（表示デ ィ スプレ イ または通信によ って） ロ ッ ク解除パラ メ ータに 100 （HART 機器の場合） を入
力する と、 マイ ク ロパイ ロ ッ ト のロ ッ ク が解除されて操作可能にな り ます。

ハー ド ウ ェ アのロ ッ ク解除 ：

O キーと  S キーと  F キーを同時に押すと、 ロ ッ ク解除パラ メ ータに 100 （HART 機器の場合）
を入力する よ う 求められます。

注意!

全センサの特性など、特定のパラメータを変更すると、計測システム全体の多くの機能、特に測
定精度に影響することがあります。通常はこのようなパラメータは変更する必要はありません。
したがって、特定のパラメータは、エンドレスハウザー社のサービス部門だけが管理している特
殊なコードで保護されています。不明な点については、エンドレスハウザー社にお問い合わせく
ださい。

機器本体の表示 意味

ｿｸﾃｲﾁ 000 O キーと  S キーと  F キーを同時に押す

63.455 %

ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 0A4 ロ ッ ク解除コード を入力し、 F キーで確定し ます

100

ｿｸﾃｲﾁ 000

63.455 %
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5.3.3 工場出荷設定 （リ セ ッ ト ）

注意!

リセットを行うと、本機器が工場出荷時の設定に戻ります。これによって、測定が正常に機能し
なくなることがあります。リセット後は、基本設定をもう一度行うようにしてください。

リ セ ッ ト は、 以下の場合に限って必要にな り ます ：
• 本機器が機能し な く なった場合
• 本機器を、 あ る測定点から別の点に移動させる必要があ る場合
• 本機器を取 り 外し、 保管後、 再び設置する場合

ユーザ入力（" ﾘｾｯﾄ "；リセット (0A3)）：
• 333 = ユーザパラ メ ータ

333 = ユーザパラメータのリセット
測定履歴が未知の機器を新たなアプ リ ケーシ ョ ンに対し て使用する と きは、 この リ セ ッ ト を行
う よ う お勧めし ます ：
• マイ ク ロパイ ロ ッ ト はデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト されます。
• ユーザ固有のタ ン ク マ ッ プは削除されます。
• テーブルの値は保持されますが、" ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "； リ ニア ラ イゼーシ ョ ンが " ﾘﾆｱ "；リニアに切

り 替わ り ます。
保持されたテーブルは、 " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "；リニアライゼーション (04) 機能グループで、 再び有
効にする こ と ができ ます。

リ セ ッ ト の影響を受ける機能の リ ス ト ：

タ ン ク マ ッ プは、" ｶｸﾁｮｳｾｯﾃｲ "；拡張設定 (05) 機能グループの " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ "；マッピング (055) 機能
で リ セ ッ ト する こ と も でき ます。

測定履歴が未知の機器を新たなアプ リ ケーシ ョ ンに対し て使用する場合や、 不完全なマ ッ ピング
が開始された場合には、 この リ セ ッ ト を行 う よ う お勧めし ます。
タ ン ク マ ッ ピングが削除されます。 タ ン ク マ ッ ピングを再度行 う 必要があ り ます。

機器本体の表示

ﾘｾｯﾄ 0A3

0

ﾘｾｯﾄ ｺｰﾄﾞ ﾉ ﾆｭｳﾘｮｸ

ﾏﾆｭｱﾙ ｦ ｺﾞﾗﾝｸﾀﾞｻｲ

• " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状 (002) - 液体のみ
• " ﾍﾞｯｾﾙ / ｻｲﾛ " ； ベッ セル / サイ ロ (00A) - 

粉体のみ
• " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空調整 (005)
• " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン調整 (006)
• " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾁｮｯｹｲ " ； パイプ直径 (007) - 液体のみ
• " ｱﾗｰﾑｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ " ； ア ラーム時の出力 (010)
• " ｱﾗｰﾑｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ " ； ア ラーム時の出力 (011)
• " ﾊﾝｼｬﾅｼｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ " ； 反射無し時の出力 

(012)
• " ｺｳﾊﾞｲ % ｽﾊﾟﾝ /min"；勾配％スパン / 分 (013)
• " ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ " ； 遅延時間 (014)
• " ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ " ； 安全距離 (015)
• " ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ ﾅｲ " ； 安全距離内 (016)
• " ﾃﾞｨｯﾌﾟﾃｰﾌﾞﾙﾞ " ； デ ィ ッ プテーブル (030)
• " ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ " ； レベル / アレージ (040)
• " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ イゼーシ ョ ン 

(041)
• " ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； ユーザー単位 (042)

• " ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径 (047)
• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレ ンジ (052)
• " ｹﾞﾝ ﾏｯﾌﾟ ｷｮﾘ " ； 現マ ッ プ距離 (054)
• " ｵﾌｾｯﾄ " ； オフセ ッ ト  (057)
• " ｼｭﾂﾘｮｸﾁ ﾉ ｼｷｲ " ； 出力値のし きい (062)
• " ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ " ； 電流出力 (063)
• " ｺﾃｲﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ " ； 固定電流出力値 (064)
• " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン (065)
• " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ "；シ ミ ュ レーシ ョ ン値 (066)
• "4mA ﾁ " ； 4mA 値 (068)
• "20mA ﾁ " ； 20mA 値 (069)
• " ﾋｮｳｼﾞ ｹｲｼｷ " ； 表示形式 (094)
• " ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； 距離単位 (0C5)
• " ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ﾓｰﾄﾞ " ； ダウ ン ロード モード 

(0C8)
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5.4 エラー メ ッ セージの表示と確認

エ ラーのタ イプ

設定または測定中に発生し たエラーは、 現場表示器に直ちに表示されます。 2 個以上のシステム
/ プロセスエラーが発生し た場合は、 最も優先度の高いエラーがデ ィ スプレ イに表示されます。

この計測システムでは、2 種類のエラーが識別されます：
• A（アラーム）：

機器は定義されている状態にな り ます （例えば、 最小 22 mA）
常灯の  シンボルで示されます。
（コード の説明については、 → 66 ページ を参照）

• W（警告）：
機器は測定を継続し、 エラー メ ッ セージが表示されます。
点滅する  シンボルで示されます。
（コード の説明については、 → 66 ページ を参照）

• E（アラーム / 警告）：
設定可能 （例えば、 反射な し、 安全距離内のレベルなど）
常灯 / 点滅の  シンボルで示されます。
（コード の説明については、 → 66 ページ を参照）

5.4.1 エラー メ ッ セージ

エラー メ ッ セージが、 デ ィ スプレ イに 4 行のテキス ト で表示されます。 同時にエラーコード も表
示されます。 エラーコード の説明については、 66 ページを参照し て く ださい。
• " ｼﾝﾀﾞﾝ "；診断 (0A) 機能グループに、 現在のエラーと、 最後に発生し たエラーを表示させる こ

と ができ ます。
• 現在のエラーが複数発生し ている と きは、 O キーまたは S キーを使用し て、 エラー メ ッ セー

ジのページを切 り 換えます。
• 最後に発生し たエラーは、" ｼﾝﾀﾞﾝ "；診断 (0A) 機能グループの機能 " ｾﾞﾝｶｲﾉｴﾗｰﾉ ｼｮｳｷｮ "；前回エ

ラーの消去 (0A2) を使用し て削除する こ と ができ ます。

機器本体の表示

ｹﾞﾝｻﾞｲ ﾉ ｴﾗｰ

ﾘﾆｱﾗｲｽﾞ ch1 ｶﾞ

ﾌｶﾝｾﾞﾝ

ｼﾖｳ ﾌｶﾉｳ A671
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5.5 HART 通信

本体での操作と は別に、 HART プロ ト コルによ って、 本機器をパラ メ ータ設定し、 測定値を表示
させる こ と も でき ます。 以下の操作オプシ ョ ンを選択でき ます。
• 汎用ハン ドヘル ド操作ユニ ッ ト であ るハン ドヘル ド コ ミ ュ ニケータ 475 によ る操作。
• コ ンパク ト で堅牢なハン ドヘル ド操作ユニ ッ ト であ る フ ィ ール ド エキスパー ト によ る操作。
• オペレーテ ィ ング ソ フ ト ウ ェア 

（例えば FieldCare ； 接続については→ 57 ページを参照） を使用し たパーソナルコ ンピ ュータ
（PC） によ る操作。

• タ ン クサイ ド モニタ NRF590 によ る操作。

注記

マイクロパイロット S は、キーを使用して本体で操作することもできます。本体でキーがロック
されて操作ができない場合は、通信によるパラメータ入力もできません。

5.5.1 プロ ト コル関連データ

5.5.2 フ ィ ールド エキスパー ト による操作

フ ィ ール ド エキ スパー ト はコ ンパ ク ト でフ レ キシブルかつ堅牢な工業用ハン ド ヘル ド ター ミ ナ
ルです。 フ ィ ール ド エキスパー ト を使用する と、 HART 出力または FOUNDATION フ ィ ール ド バ
ス を介し た遠隔パラ メ ータ設定と測定値の検索が可能です。
詳細については、 取扱説明書 （BA00060S） をご覧 く ださい。

5.5.3 ハン ド ヘルド コ ミ ュニケータ 475 による操作

ハン ドヘル ド コ ミ ュニケータ 475 を使用する と、すべての機能を メ ニュー操作によ って調整でき
ます。

注記

ハンドヘルドコミュニケータの詳細については、ハンドヘルドコミュニケータ 475 の収納バッグ
に添付されている取扱説明書をご覧ください。

製造者 ID 000011 （16 進）

デバイ ス タ イプコード 001F （16 進）

変換器固有の リ ビジ ョ ン 01 （16 進）

HART 仕様 5.0

DD- フ ァ イル 情報およびフ ァ イルは以下のサイ ト から入手でき ます。

• www.endress.com

• www.hartcom.org

HART 通信の負荷 最小 250 

機器変数 PV 値 ： レベルまたは体積1)

1) 設定によ り ます。

サポー ト される機能 • バース ト モード

• 追加のステータ ス
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5.5.4 エン ド レスハウザー社製オペレーテ ィ ングソ フ ト ウ ェ アによる操作

FieldCare は FDT テ ク ノ ロ ジーをベース に し たエン ド レ スハウ ザー社の資産管理ツールです。
FieldCare によ り エン ド レ スハウザー社製機器のみな らず FDT 標準をサポー ト する他社製機器の
設定も可能です。 ハード ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ アの要件については、 イ ン ターネ ッ ト でご確認
く ださい。
「www.endress.com」 » 「国を選択」 » 「テキス ト 検索 ： FieldCare」 » 「FieldCare」 » 「技術情報」

FieldCare は以下の機能をサポー ト し ます。
• オン ラ イ ンでの機器調整
• 反射波形によ る信号解析
• タ ン ク に合わせた リ ニア ラ イゼーシ ョ ン
• 機器データのロード、 保存 （ア ッ プロード / ダウ ン ロード）
• 測定点のレポー ト 作成

接続オプシ ョ ン ：
• HART を介し て コ ミ ュボ ッ ク ス FXA195 およびコ ンピ ュータの USB ポー ト
• サービ ス イ ン ターフ ェース を介し て ToF アダプタ FXA291 （USB） 付き コ ミ ュボ ッ ク ス FXA291

メ ニュー操作による機器設定

A0021211-EN
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反射波形による信号解析

A0021212-EN

タ ン クに合わせた リ ニアラ イゼーシ ョ ン

A0021213-EN
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6 設定

6.1 機能チ ェ ッ ク

測定点を運転開始する前に、 最終チェ ッ ク がすべて完了し た こ と を確認し ます ：
• チェ ッ ク リ ス ト 「設置後のチェ ッ ク」 （→ 23 ページ）。
• チェ ッ ク リ ス ト 「接続後のチェ ッ ク」 （→ 29 ページ）。

6.2 測定機器の電源投入

本機器を初めて電源投入する と、 デ ィ スプレ イに メ ッ セージ （ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン、 通信プ
ロ ト コル、 言語選択） が 5 秒ご と に連続し て表示されます。

機器本体の表示 意味

language 092 言語を選択し ます

（この メ ッ セージは本機器の初回電源投入時に表示されま

す）。
 English

Deutsch

Français

ｷｮﾘ ﾀﾝｲ 0C5 基本単位を選択し ます

（この メ ッ セージは本機器の初回電源投入時に表示されま

す）。
 m

ft

mm

ｿｸﾃｲﾁ 000 現在の測定値が表示されます。

63.455 %

F キーを押し た後、 グループセレ ク シ ョ ンに進みます

ｸﾞﾙｰﾌﾟ ｾﾚｸｼｮﾝ 00 → このセレ ク シ ョ ンで基本設定を行 う こ と ができ ます。

 ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ

ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ

ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ
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6.3 " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定

1） 注意 ： デ ィ ッ プ値はレベル ≥ 2 m （6.6 ft） で取得する必要があ り ます。

"
ｷ
ﾎ

ﾝ
 ｾ

ｯ
ﾃ

ｲ
"

；
基

本
設

定
（
"

ﾋ
ｮｳ

ｼ
ﾞｭ

ﾝ
"

；
標

準
）

" ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ "；タ ン ク形状

" ﾌﾗｯﾄ ﾅ ﾃﾝｼﾞｮｳ " ；

フ ラ ッ ト な天井

E 空 （0 %） 調整、 005 で設定
D 距離 （フ ラ ンジ と測定物の距離）、 0A5 に表示
SD 安全距離、 015 で設定
F 満タ ン （スパン） 調整、 006 で設定
L レベル、 0A6 に表示
BD 不感知距離、 059 で設定
R フ ラ ンジ、 測定の基準点

" ｿｸﾃｲﾌﾞﾂﾄｸｾｲ " ；

測定物特性

" ﾌﾒｲ "；不明

" ﾌﾟﾛｾｽ ｺﾝﾃﾞｼｮﾝ " ；

プロセス コ ンデ ィ シ ョ ン

" ﾋｮｳｼﾞｭﾝ "；標準

" ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空調整

" ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ；

満タ ン調整

" ﾊﾟｲﾌﾟ ﾁｮｯｹｲ " ；

パイプ直径

（外筒管 / 内筒管の場合の

み）

" ｷｮﾘ / ｿｸﾃｲﾁ " ；

距離 / 測定値

" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ；

マ ッ ピング開始

反射波形の確認

距離が

不一致 " ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ；

距離確認

" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ；

マ ッ ピングレ ン

ジ

距離が

一致

手動検尺の確認 1)

測定値が

不一致 " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ；

空調整の調整

測定値が

一致

オ
プ

シ
ョ

ン

" ﾃﾞｨｯﾌﾟﾃｰﾌﾞﾙﾞ " ；

デ ィ ッ プテーブル

最初のポ イ ン ト 補正オフ
セット、

追加のポ イ ン ト 補正

リ ニア リ テ ィ

... （詳細については、 BA00341F を参照）

S
D

F
B

D

E

R

0%

100%

L
D
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注意!

大部分の用途では、基本設定で十分に設定を行うことができます。測定操作が複雑なときは追加
の機能が必要になります。追加の機能を使用すると、特定の要件に適合するように必要に応じて
マイクロパイロットをカスタマイズすることができます。
このための機能の詳細については BA00341F を参照してください。
" ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ "；基本設定 (00) の機能を設定する場合は、以下の指示に従ってください：

‣ → 30 ページに記載されている機能を選択し ます。
‣ 一部の機能の使用の可否は、 本機器のパラ メ ータ設定に応じ て決ま り ます。 例えば、 事前に

" ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ "；タンク形状 (002) 機能で " ﾅｲﾄｳｶﾝ "；内筒管を選択し た場合に限って、内筒管の
パイプ直径を入力する こ と ができ ます。

‣ 機能によ っては （例えば、" ﾌﾖｳﾊﾝｼｬﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾉｶｲｼ "；不要反射マ ッ ピングの開始 (053)）、デー
タ入力を確定する よ う 求められます。 O キーまたは S キーを押し て、 " ﾊｲ " を選択し、 F
キーを押し て確定し ます。 これで、 この機能が開始し ます。

‣ 設定可能な時間内にキーを押さ ない と （機能グループ " ﾋｮｳｼﾞ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ "；表示ディスプレイ
(09)）、 ホームポジシ ョ ン （測定値表示） に自動的に戻 り ます。

注記

設定中のデータ処理

‣ 本機器は、 データ入力中も引き続き測定を行います。 すなわち現在の測定値が信号出力から
通常通 り 出力されます。

‣ 反射波形モー ド がデ ィ スプレ イで有効になっている場合は、 測定値の更新サイ クル時間が遅
く な り ます。 し たがって、 測定点の最適化完了後、 反射波形モー ド を解除する よ う お勧めし
ます。

‣ 停電の場合、 事前設定値 と パラ メ ータ設定値はすべて、 EEPROM にそのま ま安全に格納され
ています。

‣ 機能全体の詳細については、 取扱説明書 "BA00341F「機器機能の説明」" （同梱の CD-ROM
に収録） を参照し て く だ さ い。 こ の機能全体の詳細は操作 メ ニ ューの概要そのも のになって
います。

‣ パラ メ ータのデフ ォル ト 値は、 太字で記載されています。
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6.4 機器の表示デ ィ スプレ イ VU331 による基本設定

機能 " ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値 (000)

6.4.1 機能グループ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定 （00) 

機能 " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状 (002)、 液体のみ

選択項目 ：
• " ﾄﾞｰﾑｶﾞﾀ ﾃﾝｼﾞｮｳ "；ドーム型の天井
• " ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ " ； 枕タ ン ク
• " ｶﾞｲﾄｳｶﾝ " ； 外筒管 （重量 / 寸法は認可されておらず、 精度は保証されません。

推奨 ： FMR532）
• " ﾅｲﾄｳｶﾝ " ； 内筒管 （重量 / 寸法は認可されておらず、 精度は保証されません。

推奨 ： FMR532）
• " ﾌﾗｯﾄ ﾅ ﾃﾝｼﾞｮｳ "；フ ラ ッ ト な天井（標準的な貯蔵タ ン ク の天井：わずかな傾斜は無視されます）
• " ｷｭｳｹｲ ﾀﾝｸ " ； 球形タ ン ク

機器本体の表示 意味

ｿｸﾃｲﾁ 000 この機能では、 現在の測定値が、 選択し た単位で表示さ

れます （" ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ "；ユーザー単位 (042) 機能を参照）。

" ｼｮｳｽｳﾃﾝ ｲｶ ﾉ ｹﾀ "；小数点以下の桁 (095) 機能で、 小数点

の後の桁数を選択する こ と ができ ます。 バーグ ラ フの長

さはスパンに関する現在の測定値の割合 （%） を表し ま

す。

63.455 %

機器本体の表示

ｸﾞﾙｰﾌﾟ ｾﾚｸｼｮﾝ 00 →

 ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ

ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ

ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ

機器本体の表示 意味

ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ 002 この機能は、 タ ン ク形状の選択に使用し ます。

 ﾄﾞｰﾑｶﾞﾀ  ﾃﾝｼﾞｮｳ

ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ

ｶﾞｲﾄｳｶﾝ
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A0020493

A ド ーム型の天井
B 枕タ ン ク
C フ ラ ッ ト な天井
D 球形タ ン ク
E 外筒管
F 内筒管

機能 " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ " ； 測定物特性 (003)、 液体のみ

選択項目 ：
• " ﾌﾒｲ "；不明
• DC ： < 1.9
• DC ： 1.9 ～ 4
• DC ： 4 ～ 10
• DC ： > 10

A

C

E

B

D

F

機器本体の表示 意味

ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ 003 こ の機能は、 比誘電率の選択に使用し ます。

 ﾌﾒｲ

DC ： < 1.9

DC ： 1.9...4

測定物
グループ

比誘電率
（r）

例

A 1.4 ～ 1.9
非導電性液体 （例 ： 液化ガス）。 詳細については、 弊社担当者にお問い合わせ

く ださい。

B 1.9 ～ 4
非導電性液体 （例 ： ベンゼン、 オイル、 ト ルエン、 石油生成物、 原油、 歴青、

アス フ ァル ト ）

C 4 ～ 10 例） 濃酸、 有機溶剤、 エステル、 アニ リ ン、 アルコール、 アセ ト ン、 .......

D > 10 導電性のあ る液体、 例） 水溶液、 希釈酸、 希アルカ リ
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機能 " ﾌﾟﾛｾｽ ｺﾝﾃﾞｼｮﾝ " ； プロセスコ ンデシ ョ ン (004)、 液体のみ

選択項目 ：
• " ﾋｮｳｼﾞｭﾝ "；標準
• " ｵﾁﾂｲﾀ ｴｷﾒﾝ " ； 落ち着いた液面
• " ｱﾚﾀ ｴｷﾒﾝ " ； 荒れた液面
• " ｶｸﾊﾝｷ ｼﾖｳ " ； 攪拌機使用
• " ﾊﾔｲ ｴｷﾒﾝ ﾍﾝﾄﾞｳ " ； 速い液面変動
• " ﾃｽﾄ : ﾌｨﾙﾀｰ ﾅｼ " ； フ ィ ルターな し

機器本体の表示 意味

ﾌﾟﾛｾｽ ｺﾝﾃﾞｼｮﾝ 004 この機能は、 プロセス コ ンデシ ョ ンの選択に使用し ます。

 ﾋｮｳｼﾞｭﾝ

ｵﾁﾂｲﾀ ｴｷﾒﾝ

ｱﾚﾀ ｴｷﾒﾝ

標準 落ち着いた液面

以下のグループに適し ないすべての用途に適用。 浸漬チューブまたは底から充填する貯蔵タ ン ク

A0020531 A0020533

フ ィ ルタ と 出力積分が平均値に設定されます。 平均化フ ィ ルタ と 出力積分が、 高い値に設定されます。

 安定し た測定値

 精密な測定

 遅い応答時間
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機能 " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空調整 (005)

A0020551

E 空 （0 %） 調整

注意!

皿状の底やコニカル形状をした排出部では、マイクロ波がタンクの底に当たるポイントより低く
ゼロ点を設定しないようにしてください。

機器本体の表示 意味

ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ 005 こ の機能は、 フ ラ ンジ下面 ( 測定基準点 ) から最低レベル

（= 0%） までの距離の入力に使用し ます。
5.000 m

ｷｮﾘ ｦ ﾆｭｳﾘｮｸ

ｷｼﾞｭﾝﾃﾝ ｶﾗ ｻｲﾃｲ ﾚﾍﾞﾙ

0%

E
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機能 " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン調整 (006)

A0020561

F 満タ ン （スパン） 調整

注記

" ｶﾞｲﾄｳｶﾝ "；外筒管または " ﾅｲﾄｳｶﾝ "；内筒管を " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ "；タンク形状 (002) 機能で選択した場
合は、以下のステップでパイプ直径が必要になります。

機器本体の表示 意味

ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ 006 この機能は、 最低レベルから最大レベルまでの距離 (= ス

パン ) の入力に使用し ます。 原則と し て、 アンテナの先

端まで測定する こ と ができ ます。 ただし、 腐食や付着物

の影響を考慮し て、 フルス ケールはアンテナの先端から 

50 mm （1.97 in） 以上離し て設定し て下さい。

5.000 m

ｽﾊﾟﾝ

100%

0%

F
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機能 " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾁｮｯｹｲ " ； パイプ直径 (007)

A0020562

マイ ク ロ波は、 パイプ内ではフ リ ースペース よ り も ゆっ く り と伝搬し ます。 こ の効果は、 パイプ
の内径に依存し、 マイ ク ロパイ ロ ッ ト では、 それが自動的に補正されます。 外筒管または内筒管
を使 う アプ リ ケーシ ョ ンでは、 パイプ直径のみ入力する必要があ り ます。

機能 " ｷｮﾘ / ｿｸﾃｲﾁ " ； 距離 / 測定値 (008)

機器本体の表示 意味

ﾊﾟｲﾌﾟ ﾁｮｯｹｲ 007 こ の機能は、 内筒管または外筒管のパイプ直径の入力に

使用し ます。
204.425 m

ｶﾞｲﾄｳｶﾝ / ﾅｲﾄｳｶﾝ ﾉ

ﾅｲｹｲ

100%

0%

100%

0%

ø ø

機器本体の表示 意味

ｷｮﾘ / ｿｸﾃｲﾁ 008 基準点から測定対象物表面までを測定し た距離と、 空調

整を使用し て計算し た測定値が表示されます。 これらの

値が実際のレベル、 実際の距離に対応し ているかど う か

をチェ ッ ク し て く ださい。

以下の場合があ り ます ：

• 距離が一致 - 測定値が一致 ：

次の機能 " ｷｮﾘｶｸﾆﾝ "；距離確認 (051) に進みます。
• 距離が一致 - 測定値が不一致 ：

" ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ "；空調整 (005) をチェックします。
• 距離が不一致 - 測定値が不一致 ：

次の機能 " ｷｮﾘｶｸﾆﾝ "；距離確認 (051) に進みます。

ｷｮﾘ 2.463 m

ｿｸﾃｲﾁ 63.414 %
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機能 " ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ； 距離確認 (051)

選択項目 ：
• " ｷｮﾘ = ok" ； 距離 = ok
• " ｷｮﾘ ﾁｲｻｽｷﾞﾙ " ； 距離が小さすぎる
• " ｷｮﾘ ｵｵｷｽｷﾞﾙ " ； 距離が大きすぎる
• " ｷｮﾘ ﾌﾒｲ "；距離不明
• " ﾏﾆｭｱﾙ " ； マニュ アル

A0020563

A 距離が小さすぎ る
B 距離 = OK

" ｷｮﾘ = ok"；距離 = ok
• 現在測定されている反射ノ イ ズのレベルまでのマ ッ ピングが行われます。
• 抑制すべき範囲が、 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ "；マッピングレンジ (052) 機能に示されます。

注記

この場合でも、マッピングを実行するようお勧めします。

" ｷｮﾘ ﾁｲｻｽｷﾞﾙ "；距離が小さすぎる
• こ の時点で、 反射ノ イ ズが検出されています。
• し たがって、 現在測定されている反射ノ イ ズのレベルを含んでマ ッ ピングが行われます。
• 抑制すべき範囲が、 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ "；マッピングレンジ (052) 機能に示されます。

" ｷｮﾘ ｵｵｷｽｷﾞﾙ "；距離が大きすぎる
• 反射ノ イ ズのマ ッ ピングでは、 こ のエラーは改善する こ と ができ ません。
• アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーター(002)、(003)、(004) および " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ "；空調整 (005) をチェック

してください。

" ｷｮﾘ ﾌﾒｲ "；距離不明
実際の距離が不明の場合、 マ ッ ピングを行 う こ と はでき ません。

" ﾏﾆｭｱﾙ "；マニュアル
マ ッ ピングは、抑制するべき範囲をマニュ アル入力し て も可能です。この入力は、" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ "；
マッピングレンジ (052)  機能で行います。

機器本体の表示 意味

ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ 051 この機能では、 反射 ノ イ ズのマ ッ ピング開始の準備モー

ド に入 り ます。 それには、 測定対象物表面までの計測距

離を、 実際の距離と 比較する必要があ り ます。
 ｷｮﾘ ﾌﾒｲ

ﾏﾆｭｱﾙ

ｷｮﾘ = ok

+

+

A B
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注意!

マッピングレンジは、実際のレベル反射より 0.5 m（1.6 ft）手前までとする必要があります。空
タンクでは、E ではなく E ･ 0.5 m（1.6 ft）を入力してください。マッピングがすでにある場合
は、それが " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ "；マッピングレンジ (052) で指定した距離まで上書きされます。 この値
以上の既存のマッピングは、そのまま変更されません。

機能 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレンジ (052)

機能 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ； マ ッ ピング開始 (053)

選択 ：
• " ｵﾌ "；オフ

マ ッ ピングは行われません。
• " ｵﾝ "；オン

マ ッ ピングが開始されます。

マ ッ ピング処理中は、 メ ッ セージ " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾍ ｷﾛｸ "；マッピングへ記録が表示されます。

注意!

マッピングは、本機器がアラーム状態でない場合に限って記録されます。

機能 " ｷｮﾘ / ｿｸﾃｲﾁ " ； 距離 / 測定値 (008)

機器本体の表示 意味

ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ 052 こ の機能では、 マ ッ ピングの推奨レ ンジが表示されます。

基準点は常に、 測定基準点 （→ 43 ページ） です。 こ の値

は、 オペレータが編集する こ と ができ ます。

マニュ アルマ ッ ピングでは、 デフ ォル ト 値は 0 m です。

0.000 m

ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ

ﾉ ﾆｭｳﾘｮｸ

機器本体の表示 意味

ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ 053 こ の機能は、" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ "；マッピングレンジ (052) に示

される距離までの不要反射マ ッ ピングを開始する ために

使用し ます。 ｵﾌ

ｵﾝ

機器本体の表示 意味

ｷｮﾘ / ｿｸﾃｲﾁ 008 基準点から測定対象物表面までを測定し た距離と、 空調

整を使用し て計算し た測定値が表示されます。 これらの

値が実際のレベル、 実際の距離に対応し ているかど う か

をチェ ッ ク し て く ださい。

以下の場合があ り ます ：

• 距離が一致 - 測定値が一致 ：

次の機能 " ｷｮﾘｶｸﾆﾝ "；距離確認 (051) に進みます。
• 距離が一致 - 測定値が不一致 ：

" ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ "；空調整 (005) をチェックします。
• 距離が不一致 - 測定値が不一致 ：

次の機能 " ｷｮﾘｶｸﾆﾝ "；距離確認 (051) に進みます。

ｷｮﾘ 2.463 m

ｿｸﾃｲﾁ 63.414 %
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機能 " ｱﾀｲﾉｾｯﾃｲ " ； 値の設定 (009) 

A0021569

1 検尺
2 基準プレー ト

L 差異レベル
LG レベル （測定値）
LR レベル （基準）
E 空の値
RV 差異アレージ
RVG アレージ （測定値）
RVR アレージ （基準）

注記

基本設定後に、反射波形を利用して測定を評価するようお勧めします（機能グループ " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ "；
反射波形 (0E)）。

機器本体の表示 意味

ｶﾗ ﾎｾｲﾉ 009 この機能使用し て、 基準レベル と 測定レベルの差 （また

はアレージ値 と測定距離の差） を

オフセ ッ ト する こ と ができ ます。 オフセ ッ ト を有効にす

るには、 検尺測定で測定し た基準レベルを各キーボ タ ン

を使用し て入力し ます。 ソ フ ト ウ ェアによ り 基準値と 測

定値の差を用いて距離 / 測定値のオフセ ッ ト が行われま

す。

3.000 mm

ｱﾀｲｦ ｾｯﾃｲ

L
R

L
G

L

E

R
V

G

R
V

R
V

R

2

1

機器本体の表示 意味

ｸﾞﾙｰﾌﾟｾﾚｸｼｮﾝ ﾆ

ﾓﾄﾞﾙ

3 秒後、 以下の メ ッ セージが表示されます。

ｸﾞﾙｰﾌﾟ ｾﾚｸｼｮﾝ 00

 ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ

ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ

ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ
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6.4.2 機器の表示デ ィ スプレ イ VU331 での反射波形

基本設定後に、 反射波形を利用し て測定を評価する よ う お勧めし ます 
（機能グループ " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ "；反射波形 (0E)）。

機能 " ﾌﾟﾛｯﾄ ｾｯﾃｲ " ； プロ ッ ト 設定 (0E1)

LCD に表示させる情報を選択し ます ：
• " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ "；反射波形
• " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ +FAC" ； 反射波形 +FAC （FAC については BA00341F を参照）
• " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ + ｶｽﾀﾏｰﾏｯﾌﾟ "；反射波形 + カス タマーマ ッ プ（カス タマータ ン ク マ ッ ピング も表示

されます）

機能 " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ ﾖﾐｺﾐ " ； 反射波形読み込み (0E2)

この機能では、 反射波形の読み込みを、 以下のどち らの方式で行 う か定義ます。
• " ｲｯｶｲ ﾉ ﾖﾐｺﾐ "；1 回の読み込み
• " ｼﾞｭﾝｶﾝ ﾖﾐｺﾐ " 循環読み込み

注記

反射波形モードがディスプレイで有効になっている場合は、測定値の更新サイクル時間が遅くな
ります。したがって、測定点の最適化完了後、反射波形モードを解除するようお勧めします。

機器本体の表示

ﾌﾟﾛｯﾄ ｾｯﾃｲ 0

 ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ

ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ +FAC

ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ + ｶｽﾀﾏｰﾏｯﾌﾟ

機器本体の表示

ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ ﾖﾐｺﾐ 0

 ｲｯｶｲ ﾉ ﾖﾐｺﾐ

ｼﾞｭﾝｶﾝ ﾖﾐｺﾐ
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機能 " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲﾋｮｳｼﾞ " ； 反射波形表示 (0E3)

この機能では、 反射波形が表示されます。 以下の情報を取得でき ます ：

A0021046

A 反射波形のみ
B 反射波形 と不要反射抑制 （マ ッ プ）
1 満タ ン調整
2 検出された反射の強度
3 検出された反射のマーキング
4 空調整
5 プロ ッ ト の最大距離
6 検出された反射の距離
7 プロ ッ ト の最小距離
8 マ ッ プ
9 不要反射
10 液面反射

反射波形表示のナビゲーシ ョ ン

ナビゲーシ ョ ンを使用する と、 反射波形を水平 / 垂直方向にス ケー リ ング し た り 、 左右にシフ ト
させる こ と ができ ます。 ア ク テ ィ ブなナビゲーシ ョ ンモード が、 デ ィ スプレ イの左上隅にシンボ
ルによ って示されます。

水平ズームモー ド

まず、 反射波形表示に移動し ます。 次に、 O または S を押し て反射波形ナビゲーシ ョ ンに切 り
替えます。 これで水平ズームモード にな り ます。  または  が表示されます。
• O を押すと水平スケールが大き く な り ます。
• S を押すと水平スケールが小さ く な り ます。

A0021570

7 56

9

32

4

1A

B 108

OS
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移動モー ド

次に F を押し て移動モード に切 り 替えます。  または  が表示されます。
• O を押すと カーブが右にシフ ト し ます。
• S を押すと カーブが左にシフ ト し ます。

A0021579

垂直ズームモー ド

F を も う 一度押し て垂直ズームモード に切 り 替えます。  が表示されます。 この と き以下のオ
プシ ョ ンあ り ます。
• O を押すと垂直スケールが大き く な り ます。
• S を押すと垂直スケールが小さ く な り ます。

デ ィ スプレ イ ア イ コ ンによ って現在の倍率が示されます （  ～ ）。

A0021584

ナビゲーシ ョ ンの終了

• F を も う 一度押し て反射波形ナビゲーシ ョ ンの各モード を通過し ます。
• O と  S を押し てナビゲーシ ョ ンを終了し ます。 設定し た拡大率と シフ ト は保持されます。

" ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ ﾖﾐｺﾐ "；反射波形読み込み (0E2) 機能を も う 一度有効にし た場合のみ、 標準表示に戻
り ます。

機器本体の表示 意味

ｸﾞﾙｰﾌﾟｾﾚｸｼｮﾝ ﾆ

ﾓﾄﾞﾙ

3 秒後、 以下の メ ッ セージが表示されます。

ｸﾞﾙｰﾌﾟ ｾﾚｸｼｮﾝ 0E

 ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ

ﾋｮｳｼﾞ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

ｼﾝﾀﾞﾝ

OS

OS
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6.5 エン ド レスハウザー社製の操作プログラムによる基本設定

エン ド レ スハウザー社製の操作プロ グ ラ ムで基本設定を行 う には、 以下の手順を実行し ます。
• 操作プロ グ ラ ムを起動し、 接続を確立し ます。
• ナビゲーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウで " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ "；基本設定機能グループを選択し ます。

以下の表示が、 画面に表示されます ：

基本設定ステ ッ プ 1/4 ：

• 状態イ メ ージ
• 測定点の記述 （TAG 番号） を入力し ます。

A0020540-EN

• 次に進むボタ ンで、 次の画面に移動し ます。

変更し たパラ メ ータはそれぞれリターンキーで確定する必要があ り ます。
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基本設定ステ ッ プ 2/4 ：

• アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ータ を入力し ます ：
– " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状
– " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ " ； 測定物特性
– " ﾌﾟﾛｾｽ ｺﾝﾃﾞｼｮﾝ " ； プロセス コ ンデ ィ シ ョ ン

A0021200-EN

基本設定ステ ッ プ 3/4 ：

" ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ "；タンク形状機能で、 " ﾄﾞｰﾑｶﾞﾀ ﾃﾝｼﾞｮｳ "；ドーム型天井を選択し ている場合、以下の
よ う な画面が表示されます。
• " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空調整
• " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン調整

A0021201-EN
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" ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ "；タンク形状機能で、" ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ "；枕タンクまたは " ｷｭｳｹｲ ﾀﾝｸ "；球形タンクを選択し
ている場合、 以下のよ う な画面が表示されます。
• " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空調整
• " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン調整

A0021202-EN

" ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ "；タンク形状機能で、" ﾅｲﾄｳｶﾝ "；内筒管または " ｶﾞｲﾄｳｶﾝ "；外筒管を選択し ている場
合、 以下のよ う な画面が表示されます。
• " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空調整
• " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン調整
• " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾁｮｯｹｲ " ； パイプ直径 （外筒管 / 内筒管）

A0021203-EN

注記

この表示ではパイプ直径も指定する必要があります。
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" ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ "；タンク形状機能で、" ﾌﾗｯﾄ ﾅ ﾃﾝｼﾞｮｳ "；フラットな天井を選択し ている場合、以下の
よ う な画面が表示されます。
• " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空調整
• " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン調整

A0021204-EN

基本設定ステ ッ プ 4/4 ：

• こ のステ ッ プでは、 タ ン ク のマ ッ ピングを開始し ます
• 計測距離と現在の測定値が、 ヘッ ダーに常時表示されています
• 詳細については、 51 ページを参照し て く ださい。

A0021205-EN
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6.5.1 反射波形による信号解析

基本設定後に、 反射波形を使用し て測定を評価する よ う お勧めし ます。

A0021206-EN

6.5.2 ユーザ固有の用途 （操作）

ユーザ固有の用途におけ るパラ メ ータ設定の詳細については、 別冊取扱説明書 BA00341F 「機器
機能の説明」 （同梱の CD-ROM に収録） を参照し て く ださい。



保守 マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S FMR540 4 ～ 20 mA HART

62 エン ド レスハウザー ジ ャパン

7 保守
マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S 測定機器には特別な保守を行 う 必要あ り ません。

7.1 外部の清掃

本機器の外部を清掃する と きは、 ハウジングの表面またはシールを傷めない洗浄剤を必ず使用し
て く ださい。

7.2 シールの交換

このセンサのプロセスシールは、 特にモール ド されているシール （無菌構造） を使用し ている場
合、 定期的に交換する必要があ り ます。 交換間隔は、 洗浄サイ クルの頻度、 測定物温度、 洗浄温
度に応じ て異な り ます。

7.3 修理

エン ド レ スハウザー社の修理コ ンセプ ト に従って、 機器にはモジュール式構造を採用し ている た
め、 お客様が修理を行 う こ と ができ ます （「スペアパーツ」、 → 70 ページ）。 サービ スおよびスペ
アパーツの詳細については、 エン ド レ スハウザー社サービ ス部門にお問い合わせ く ださい。

7.4 防爆認定機器の修理

防爆認定機器の修理を行 う 場合は、 以下の点にご留意 く ださい ：
• 防爆認定機器の修理は、 訓練を受けた職員、 または弊社サービ スだけが行 う こ と ができ ます。
• 現行の規格、 国家防爆規格、 安全注意事項 （XA） および認証を遵守する必要があ り ます。
• エン ド レ スハウザー社の純正部品だけが使用でき ます。
• スペアパーツを注文する と きは、 型式銘板上の機器名称を書き留めて く ださい。

部品は、 同じ部品と しか交換でき ません。
• 修理は取扱説明書に従って行います。

修理が完了し た ら、 本機器で規定のルーチン試験を行って く ださ い。
• 認証機器を異なる認証タ イプに改造する こ と は、 エン ド レ スハウザー社サービ スだけが行 う こ

と ができ ます。
• すべての修理作業と改造はすべて、 文書に記録し て く ださ い。

7.5 交換

マイ ク ロパイ ロ ッ ト 全体または電子モジュールを交換し た後は、 本機器に通信イ ン ターフ ェース
を経由し て設定し たパラ メ ータ をダウ ン ロード し て元に戻すこ と ができ ます。 このために必要な
条件は、 データが事前に、 FieldCare を使用し て PC にア ッ プロード されている こ と です。
新規のセ ッ ト ア ッ プを行 う こ と な く 、 測定を継続する こ と ができ ます。

パラ メ ータ設定の完全ダウ ン ロード を行 う 際は、
• 場合によ っては、 " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ イゼーシ ョ ンを有効にする必要があ り ます

（BA00341F を参照）
• 場合によ っては、 タ ン ク マ ッ ピングを も う 一度記録する必要があ り ます （基本設定を参照）

アンテナ部品または電子部品を交換し た後は、 新規に校正を行 う 必要があ り ます。 これについて
は、 修理指示書に記載されています。
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8 アクセサリ
マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S には、 さ まざまなア ク セサ リ を使用する こ と ができ ます。 これらのア ク セ
サ リ は、 エン ド レ スハウザー社よ り 個々に注文する こ と ができ ます。

8.1 日よけカバー

ステン レ ス製日よ けカバーは屋外に設置する場合に使用し ます
（オーダーコード ： 543199-0001） 。 日よ けカバーにはテンシ ョ ン ク ラ ンプが同封されて出荷され
ます。

A0020691

A T12 ハウ ジング

8.2 角度調節器

A

240 (9.45 ) 135 (5.31)

95
(3.74)
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45°

角度調節器 （3） 付きの FMR540 を設置する際
に、 水準器 （1） を使用する こ と を推奨し ま
す。
オーダーコード ： 52026756

A0021554

1 水準器

2 フ ラ ンジボル ト

3 角度調節器

M
a
d
e
 in

 G
e
rm

a
n
y 

  
  
  
  
  
  
M

a
u
lb

u
rg

M
a
d
e
 in

 G
e
rm

a
n
y 

  
  
  
  
  
  
M

a
u
lb

u
rg

IP 65

Messbereich
Measuring range

Messbereich
Measuring rangeU 16...36 V DC

4...20 mA

U 16...36 V DC

4...20 mA

max. 20 m

max. 20 m

T
>70°C :

A

t >85°C

T
>70°C :

A

t >85°C

Order Code:
Ser.-No.:

Order Code:
Ser.-No.:

SS+HAUSER

OPILOT FMR

SS+HAUSER

OPILOT FMR

1

3

2
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8.3 コ ミ ュボ ッ クス FXA195 HART

USB イ ン ターフ ェース を介し た FieldCare と の本質的に安全な通信を確保する ためのオプシ ョ
ン。
詳細については、 TI00404F をご覧 く ださい。

8.4 コ ミ ュボ ッ クス FXA291

コ ミ ュ ボ ッ ク ス FXA291 はエ ン ド レ ス ハ ウ ザー社製 フ ィ ール ド 機器 を CDI （Common Data
Interface） イ ン ターフ ェース を介し てコ ンピ ュータ または ノー ト ブ ッ クパソ コ ンの USB イ ン ター
フ ェースに接続し ます。
詳細については、 TI00405C をご覧 く ださ い。

8.5 ToF アダプ タ FXA291

ToF アダプタ FXA291 はコ ンピ ュータ または ノー ト ブ ッ クパソ コ ンの USB イ ン ターフ ェース を
介し て コ ミ ュボ ッ ク ス FXA291 と機器を接続し ます。 詳細については、 KA00271F をご覧 く ださ
い。

8.6 フ ィ ールド エキスパー ト （Field Xpert）

フ ィ ール ド エキ スパー ト はコ ンパ ク ト でフ レ キシブルかつ堅牢な工業用ハン ド ヘル ド ター ミ ナ
ルです。 フ ィ ール ド エキスパー ト を使用する と、 HART 出力または FOUNDATION フ ィ ール ド バ
ス を介し た遠隔パラ メ ータ設定と測定値の検索が可能です。
詳細については、 取扱説明書 （BA00060S） をご覧 く ださい。

本機器には、 "ToF アダプタ FXA291" が追加ア ク セサ リ と し て必要にな り ます。
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9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

9.1 ト ラ ブルシューテ ィ ングの手順

A0021595-EN

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

3.6 22 mA

< 3.6 mA

HART

HART/INTENSOR

PC COM COM
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9.2 システムエラー メ ッ セージ

コード 説明 可能性のある原因 対策

A102 チェ ッ クサムエラー 

全 リ セ ッ ト と 、 新規の

校正が必要

データの保管が正常終了する前

に、 機器の電源をオフ し た ；

EMC 問題 ；

EEPROM の不良

リ セ ッ ト ；

EMC 問題を回避する ；

リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生する場

合は、 電子部品を交換し て く ださい

W103 初期化中 - お待ち く だ

さい 

EPROM への保存がまだ完了し て

いない

数秒間待ちます ； 警告が発生する場

合は、 電子部品を交換し て く ださい

A106 ダウ ン ロード中 - お待

ち く ださい 

データ ダウ ン ロード を処理中 警告が発生し な く な る まで待ちます

A110 チェ ッ クサムエラー 

全 リ セ ッ ト と 、 新規の

校正が必要

データの保管が正常終了する前

に、 機器の電源をオフ し た ；

EMC 問題 ；

EEPROM の不良

リ セ ッ ト ；

EMC 問題を回避する ；

リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生する場

合は、 電子部品を交換し て く ださい

A111 電子部品の不良 RAM の不良 リ セ ッ ト ；

リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生する場

合は、 電子部品を交換し て く ださい

A113 電子部品の不良 RAM の不良 リ セ ッ ト ；

リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生する場

合は、 電子部品を交換し て く ださい

A114 電子部品の不良 EEPROM の不良 リ セ ッ ト ；

リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生する場

合は、 電子部品を交換し て く ださい

A115 電子部品の不良 ハード ウ ェ ア全般の問題 リ セ ッ ト ；

リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生する場

合は、 電子部品を交換し て く ださい

A116 ダウ ン ロード エラー

ダウ ン ロード を再度行

な う  

格納データチェ ッ ク サムが不正 データ ダウ ンのロード を再開する

A121 電子部品の不良 工場出荷時の校正が存在し ない ；

EEPROM の不良

サービ スに問い合わせる

W153 初期化中 - お待ち く だ

さい 

電子部品の初期化 数秒間待ちます ； 警告が発生する場

合は、 機器の電源をオフ し、 再度オ

ンにし ます

A155 電子部品の不良 ハード ウ ェ アの問題 リ セ ッ ト ；

リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生する場

合は、 電子部品を交換し て く ださい

A160 チェ ッ クサムエラー 

全 リ セ ッ ト と 、 新規の

校正が必要

データの保管が正常終了する前

に、 機器の電源をオフ し た ；

EMC 問題 ；

EEPROM の不良

リ セ ッ ト ；

EMC 問題を回避する ；

リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生する場

合は、 電子部品を交換し て く ださい

A164 電子部品の不良 ハード ウ ェ アの問題 リ セ ッ ト ；

リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生する場

合は、 電子部品を交換し て く ださい

A171 電子部品の不良 ハード ウ ェ アの問題 リ セ ッ ト ；

リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生する場

合は、 電子部品を交換し て く ださい

A231 センサ 1 の不良

接続をチェ ッ クする

HF モジ ュールまたは電子部品の

不良

HF モジュールまたは電子部品を交

換する

A270 保税ロ ッ ク ス イ ッ チが

チェ ッ ク位置から外れ

ている

保税ロ ッ ク ス イ ッ チ故障の可能性

があ る

保税ロ ッ ク ス イ ッ チの位置をチェ ッ

クする。 電子部品を交換する

W511 工場出荷時の校正 ch1 

が存在し ない ；

工場出荷時の校正が削除された 新しい工場出荷時の校正を記録する

W512 マ ッ ピングの記録中 お

待ち く だ さい 

マ ッ ピングが作動中 ア ラームが発生し な く な る まで数秒

間待つ
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W601 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン 

ch1 のカーブが単調でな

い 

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンが単調増加

し ていない

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを訂

正する

W611 ch1 の リ ニア ラ イゼー

シ ョ ンポ イ ン ト が 1 点

以下

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンポ イ ン ト が 

2 点以上入力されていない

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを訂

正する

W621 シ ミ ュ レーシ ョ ン ch 1 

がオン 

シ ミ ュ レーシ ョ ンモード が作動中 シ ミ ュ レーシ ョ ンモード をオフにす

る

E641 使用可能な反射が無い

チャ ンネル 1 

校正をチェ ッ クする

適用条件またはアンテナに蓄積物

が付着し ている ために反射がな く

なった

設置をチェ ッ クする ；

アンテナの向き を最適にする ；

アンテナを洗浄する （取扱説明書を

参照）

E651 安全距離内のレベル - 

あふれの危険

安全距離内のレベル レベルが安全距離から外れる と 、 ア

ラームは消えます ；

A671 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン 

ch1 が完了し ない / 使用

でき ない

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルが

編集モード

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを有

効にする

W681 電流 ch1 が出力範囲外 電流が範囲外 （3.8 mA ～

20.5 mA）

校正 と リ ニア ラ イゼーシ ョ ンを

チェ ッ クする

コード 説明 可能性のある原因 対策
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9.3 アプ リ ケーシ ョ ンエラー

エラー 出力 可能性のある原因 対策

警告またはアラー
ムが発生した

設定によ って異な る エラー メ ッ セージの表

を参照 （→ 66 ページ）

1. エラー メ ッ セージの表を参照

（→ 66 ページ）

" ｿｸﾃｲﾁ "；測定値 
(00) が正しくない

A0021597

A 期待値 B 実測値

計測距離 ( 008) は正し

いか ?

はい


1. " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空調整 (005) と

" ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン調整 

(006) をチェ ッ クする。

2. " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ イ

ゼーシ ョ ンをチェ ッ クする ：

 ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ "；レベル / ア

レージ (040)

" ｻｲﾀﾞｲ ｽｹｰﾙ " ； 最大ス

ケール (046)

" ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径 

(047)

 テーブルをチェ ッ クする

3. デ ィ ッ プテーブルをチェ ッ ク

する

いいえ 
ノ イ ズ反射が検出され

た可能性があ る。

はい


1. タ ン ク のマ ッ ピングを行 う

" ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定

2. " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾁｮｯｹｲ " ； パイプ直径 

(007) は正しいか ?

いいえ 
デ ィ ッ プテーブルを利

用し て測定をカス タマ

イ ズする

投入 / 払出時に測
定値に変化なし

A0021598

A 期待値 B 実測値

設備、 ノ ズル、 または

アンテナの伸長パイプ

からの ノ イ ズ反射

1. タ ン ク のマ ッ ピングを行 う

" ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定

2. 必要な ら、 アンテナを洗浄す

る

3. 必要な ら、 も っ と 適し た取 り

付け位置を選択する

100%F m/ft

E m/ft

0% t

D
 m

/
ft

 (
0

0
8

)

A

B

B

A

100%

0% t
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エラー 出力 可能性のある原因 対策

液面が静かでない
場合（投入中、払
出中、攪拌器動作
中など）、測定値が
散発的に高いレベ
ルにジャンプする

A0021599

A 期待値 B 実測値

A0021600

A 期待値 B 実測値

信号が、 荒れた液面に

よ って弱 く なる – ノ イ

ズ反射が と き ど き強 く

な る

1. タ ン ク のマ ッ ピングを行 う

" ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定

2. " ﾌﾟﾛｾｽ ｺﾝﾃﾞｼｮﾝ " ； プロセス

コ ンデシ ョ ン (004) を " ｱﾚﾀ 

ｴｷﾒﾝ " ； 荒れた液面または

" ｶｸﾊﾝｷ ｼﾖｳ " ； 攪拌器使用に

設定する。

3. " ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｷﾌﾞﾝ " ； 出力積分 

(058) を強める

4. 必要な ら、 よ り 適し た取 り 付

け位置かつ / またはよ り 大き

いアンテナを選択する

投入 / 払出時、測
定値が下方にジャ
ンプする

A0021601

A 期待値 B 実測値

複合ノ イ ズ反射 はい


1. " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状 

(002) をチェ ッ クする、 例えば

" ﾄﾞｰﾑｶﾞﾀ ﾃﾝｼﾞｮｳ " ； ドーム型

天井、 または " ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ " ； 枕

タ ン ク

2. " ｳｴｶﾞﾜ ﾌｶﾝﾁｷｮﾘ " ； 上側不感

知距離 (059) の範囲で、 反射

が検出されない  この値を

適合させる

3. できれば、 設置位置を中央に

し ない

E641（反射なし）

A0021601

A 期待値 B 実測値

液面反射が弱すぎ る。

可能性のあ る原因 ：

• 投入 / 払出中のため

液面が荒れている

• 攪拌器が動作中

• 気泡

はい


1. アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ータ 

(002)、 (003)、 (004) をチェ ッ

クする

2. 必要な ら、 よ り 適し た取 り 付

け位置かつ / またはよ り 大き

いアンテナを選択する

B

A

100%

0% t

B

A

100%

0% t

B

A

100%

0% t

E641

100%

0% t

B

A
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9.4 スペアパーツ

• 交換可能な機器の構成部品は、 スペアパーツ銘板で特定でき ます。
銘板にはスペアパーツに関する情報が記載されています。

• 機器の端子部カバーのスペアパーツ銘板には、 以下の情報が記載されています。
– 機器の最重要スペアパーツの一覧 （注文情報も記載されています）
– W@M デバイ ス ビ ューワーの URL （www.endress.com/deviceviewer） ：

オーダーコード を含む、 機器のすべてのスペアパーツの情報を確認が可能です。 該当する機
器の設置説明書をダウ ン ロードする こ と もでき ます （設置説明書が用意されていない機器も
ございます）。

9.5 返却

修理または校正のために変換器をエン ド レ スハウザー社に返却する前には、 以下の処置を行 う 必
要があ り ます ：
• 付着し ている残留物はすべて取 り 除いて く ださ い。 測定物が侵入する恐れのあ るパッ キンの隙

間と溝は、 よ く 確認し て く ださい。 測定物が、 腐食性、 毒性、 発癌性、 放射性があ る など、 健
康に対する リ ス ク を呈する場合には、 特に重要です。

• " 洗浄証明書 " に記入の上、機器に添付し て く ださ い（" 洗浄証明書 " の原紙は、本説明書の巻頭
にあ り ます）。
これによ り 、 エン ド レ スハウザー社では返品された機器を輸送、 検査、 修理し ます。

• 必要に応じ て、 例えば EN 91/155/EEC1 に準拠し た安全データ シー ト など特殊取 り 扱い指示書
を同梱し て く ださい。

さ らに以下について も明記し て く ださい ：
• アプ リ ケーシ ョ ンの正確な記述。
• 測定物の化学的および物理的特性。
• 発生し たエラーについての簡単な説明 （できれば、 エラーコード を明記）
• 機器の稼働時間

機器のシ リ アル番号 ：
• 機器 と スペアパーツの銘板に記載されています。
• 「デバイ ス情報」 サブ メ ニューの 「シ リ アル番号」 パラ メ ータで確認でき ます。
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9.6 廃棄

廃棄時は、 材質が合致する よ う に、 異なる構成部品を分別し て く ださい。

9.7 ソ フ ト ウ ェ アの履歴

9.8 エン ド レスハウザー社への問い合わせア ド レス

エン ド レ スハウザー社のア ド レ スは本書の裏表紙に記載されています。
ご質問については、 エン ド レ スハウザー社の各サービ スに遠慮な く お問い合わせ く ださい。

日付 ソフトウェア
バージョン

ソフトウェアの変更 関連文書の変更

10.2006 V01.01.00 オ リ ジナルのソ フ ト ウ ェア

操作手段 ：

– ToF Tool （バージ ョ ン 4.6 以上）

– HART コ ミ ュニケータ DXR375

（Rev. 1, DD 1）

07.2009 V01.01.02 パラ ボ ラ アンテナの適合
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10 技術データ

10.1 追加の技術データ

技術データについては、 技術仕様書 TI00412F をご覧 く ださい。

10.1.1 防爆に関する補足文書 ：

防爆に関する補足文書 ：

• 技術仕様書 （TI00412F）
• 機能説明書 （BA00341F）
• 簡易操作説明書 （KA01059F）
• 証明書 「WHG （ド イ ツ連邦水管理法）」 （ZE00243F/00/DE）
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11 付録

11.1 操作メ ニュー HART （表示モジュール）

A0020537-EN
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■仙台サービス
〒 981-3125  仙台市泉区みずほ台 12-5

Tel.022(371)2511  Fax. 022(371)2514

■名古屋サービス
〒 461-0034 名古屋市東区豊前町 2-28-1

Tel. 052(930)5300　Fax. 052(937)1180

■小倉サービス
〒 802-0804 北九州市小倉南区下城野 2-3-6

Tel. 093(932)7700　Fax. 093(932)7701

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■千葉サービス
〒 290-0054 市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■水島サービス
〒 712-8061 倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919　Fax. 042(314)1941

■徳山サービス
〒 745-0814 周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■計量器製造業登録工場　

BA00326F/33/JA/14.13
STAR/FM+SGML 10.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部サービスデスク
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載 ・ 複製はご遠慮 く だ さい。 また、 記載内容は
お断 り な く 変更する こ と があ り ますのでご了承 く だ さい。

07.14/ TSP・ドキュメントグループ
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